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時遊館COCCOはしむれは、指宿市の文化情報の発信· 市民

と観光客の交流の場として、 平成 8 年 4 月 2 0 日にオープンいた

しました。この博物館は、 南に約 4.2 ヘクタールの国指定史跡指

宿橋牟礼川遺跡が広がる、野外の遺跡と博物館が一体となった

施設です。

指宿市は、 天然砂むし温泉で有名な国際観光温泉保養都市です。

こ の博物館では、 温泉を含む雄大で恵まれた自然とそこ に息づい

た指宿の先人たちの歴史と文化を紐解く施設として、「 自然と隼

人いきづ く 文化」 というメインテーマが設定されていま す。

指宿市考古博物館時遊館COCC Oはしむれでは、 年間の活動

報告書と して、 博物館紀要・年報を発刊いたしております。

平成 1 0 年度は、 指宿市にとって実り多き年でありました。

1 1 月には、第 2 3 回全国遺跡環境整備会議を開催、 全国から多

くの遺跡整備に携わる方々をお迎えし、史跡等の活用に関する大

変有益な議論が展開されました。

また 、 特に弥次ヶ湯古墳の発見は、 鹿児島県の古代史像を塗り

変える出来事であったと確信いた しております。発掘調査の成果

は、県内外から大きく注目を浴び、 多数の見学者の方をお迎えす

るとともに 、 高い評価を受けております。

指宿市考古博物館では、こうした活動成果を生かしつつ、今後

とも 、 よりよい博物館をめざしてまいりたいと考えております。

指宿市考古博物館

時遊館COCCOはしむれ

館長 山下隼雄
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指宿市考古博物館 時遊館COCCOはしむれの施設概要
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博物館建設事業の概要

・所在地 鹿児島県指宿市十二町 2 2 9 0 番地

．敷地面積 4, 9 0 0 面

・建築面積 1, 5 0 0 面

・延床面積 3, 1 6 3 面

．展示面積 8 3 0 面

・構造 鉄筋コンクリート造 2 階建

・総事業費 1 9 億 3 千万円

・ エ期 着エ平成 6 年 1 0 月～完成平成 8 年 3 月

・建築設計・監理 安井建築設計事務所

．施工建築主体工事 株式会社間組· 迫田建設株式会社共同企業体

・電気設備工事 株式会社佐電工

．展示工事 株式会社丹青社

・空気調和設備工事 川本工業株式会社

．給排水衛生設備工 有限会社丸山水道工務店

·C·G製作株式会社 アイ・エヌ・エー

ふるさと歴史の広場事業の概要

くガイダンス施設＞

・ 建築面積

・延床面積

・構造

・総事業費

・エ期

・建築設計 ・監理

．施工建築主体工事

・電気設備工事

・空気調和設備工事

．給排水衛生設備工事

・模型設置工事

・映像製作委託

4 2 6 面

4 2 3 面

鉄筋コンクリート造

3 億 4 千万円（史跡整備費含）

着エ平成 5 年 7 月～完成平成 8 年 3 月

株式会社空間文化開発機構

興南建設株式会社

有限会社オーデン

南栄設備株式会社

九州電気水道株式会社

株式会社京都科学

株式会社オフイス· トゥ・ワン

時遊館 COCCOはしむれ全景
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指宿市考古博物館 時遊館COCCOはしむれ

（指宿市教育委員会社会教育課文化係）

平成 1 0 年度の事業について
1. 事業概要

時遊館 COCCO はしむれでは平成 1 0 年度において以下の事業を行った。

く博物館事業の部＞

(1) ゴールデンウィ一クイベント

(2) COCCO歴史セミナー（全 8 回）

(3) 古代にチャレンジ（古代体験学習）

(4) 企画展『指宿・喜入発掘速報展』

(5) 緊急企画展『弥次ヶ湯古墳とその時代』

(6) ミニ企画『弥次ヶ湯古墳発掘調査速報』コーナー開設

(7) 第 2 3 回全国遺跡環境整備会議開催

(8) いぶすきシルバー美術展

(9) COCCO名画鑑賞会

(10) 博物館資料収集活動（実物資料．書籍等・写真等）

(11) 博物館資料保存・修復活動

(12) 学芸員研究活動

(13) 博物館教育・普及活動（ミュージアムティーチャー会による解説活動）

(14) ミュージアムティーチャー研修会

(15) 『 COCCO だより』の発刊

(16) 図録・ミュージアムグッズの頒布

(17) カフェの委託

(18) 博物館広報・ホームページ管理

(19) 博物館実習生受け入れ

＜後援· 共催・協賛事業の部＞

(20) 鹿児島県考古巡回展

(21) 指宿商業高校作品展

(22) いぶすき窯元会作品展

(23) あざみの会発表展

(24) 県民大学書道講座生徒作品展

(25) いでゆ会発表展

(26) 揖宿地区美育協会（保育園の部）絵画作品展示会

(27) 指宿地区川柳会川柳展示会

(28) 第 8 回アトリエ BLOOM生徒作品展

く発掘調査の部＞

(29) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡等範囲確認調査

(30) 県営弥次ヶ湯住宅建設に伴う発掘調査

く文化財保護管理の部＞

(31) 国指定史跡指宿橋牟礼ill遺跡管理

(32) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡買上事業

(33) 市指定文化財管理

(34) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡住居再建事業

(35) 体験広場設置工事

＜刊行・編集書籍等＞

(36) 『弥次ヶ湯古墳とその時代展』展示固録

(37) 県営弥次ヶ湯住宅建設に伴う発掘調査報告書

(38) 重要遺跡範囲確認調査発掘調査報告書

本編においては、上記の業務の内代表的なものを選択し、掲載している。
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2 . 各事業の実績と展開

• 博物館事業の部

(1) ゴールデンウィークイベント

①体験！まがたまアクセサリーづくり

日時平成 1 0 年 5 月 3·4·5 日 (3 日間）

午前 10: 30~12: 00, 午後 1 : 00~4 : 00 

場所 時遊館COCCO はしむれ 1 階講堂（形作り），国指定地（焼成）

成果 5 月 3 日 参加者数 6 8 名

5 月 4 日 参加者数 6 2 名

5 月 5 日 参加者数 5 2 名

計 1 8 2 名

取材等 KKB (4 日 6 時 30 分から放映）

②こども名画劇場

日時平成 1 0 年 5 月 3·4·5 日 (3 日間）

午後 3 : 00~4: 30 

場所 時遊館COCCO はしむれ歴史劇場

成果 5 月 3 日 参加者数 2 1 名

5 月 4 日 参加者数 3 2 名

5 月 5 日 参加者数 5 2 名

計 1 0 5 名

③はじめての人のためのインターネット講座（全 2 回）（担当 下山）

日時平成 1 0 年 5 月 3·4 日 (2 日間）

午後 1 : 00~3 : 00 

場所 時遊館COCCO はしむれ歴史劇場研修室

成果 参加者数 1 5 名 (2 日間参加者）

④古代おにぎりプレゼント（担当 渡部）

日時 平成 1 0 年 5 月 3·4·5 日 (3 日間・ 1 0 0 パックづつ準備）

場所 時遊館COCCO はしむれ 2 階受付

成果 5 月 3 日 10 時 30 分までで配布完了

5 月 4 日 11 時までで配布完了

5 月 5 日 11 時までで配布完了

※ 古代おにぎり配布に当たっては，グループ· すてっぷあっぷの協力を頂いた。
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(2) COCCO歴史セミナー（全 8 回）

a. 目的 博物館に関わりのある自然・歴史分野について広く教養を深め、合わせて、博物館の利用促

進をはかる。セミナーは生涯学習講座の一環として位置付け、講座生を募集して参加を募ると

ともに、一般聴講者も参加できるものとした。

b. 日時．題目

第 1 回平成 1 0 年 7 月 1 1 日（土）午後 3: 00~午後 4: 30 

講師：本田道輝

演題 「縄文土器とその時代」

第 2 回平成 1 0 年 9 月 5 日（土）午後 3: 00~午後 4: 30 

講師：川野和昭

演題 「南九州と東南アジアの民俗比較」

第 3 回平成 1 0 年 1 0 月 3 日（土）午後 3: 00~午後 4: 30 

講師：永山修一

演題 「隼人と律令制」

第 4 回平成 1 0 年 1 1 月 2 1 日（土）午後 3: 00~午後 4: 30 

講師：松尾千歳

演題 「天埠院篤姫をめぐる人々」

第 5 回平成 1 0 年 1 2 月 5 日（土）午後 3: 00~午後 4 : 30 

講師：鎌田洋昭

演題 「陶磁器からみた指宿」

第 6 回平成 1 1 年 1 月 2 3 日（土）午後 3: 00~午後 4 : 30 

講師：渡部徹也

演題 「古代の祭りについて」

第 7 回平成 1 1 年 2 月 1 3 日（土）午後 3: 00~午後 4 : 30 

講師：中摩浩太郎

演題 「古代住宅事情について」

第 8 回平成 1 1 年 3 月 1 3 日（上）午後 3: 00~午後 4 : 30 

講師：下山覚

演題 「火山と遺跡」

c. 場所 時遊館COCCO はしむれ ガレリア F 1 (1 階講堂・ギャラリー）・歴史劇場

d. 主催 指宿市教育委員会

e. 実績（参加者数）

第 1 回 4 1 名（受講生 1 4 名）

第 2 回 3 6 名（受講生 1 0 名）

第 3 回 4 5 名（受講生 9 名）

第 4 回 5 5 名（受講生 1 1 名）

第 5 回 3 5 名（受講生 1 0 名）

第 6 回 2 5 名（受講生 6 名）

第 7 回 2 7 名（受講生 6 名）

第 8 団 3 0 名（受講生 1 0 名）
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(3) 古代にチャレンジ（古代住居宿泊体験）

時遊館 COCCO はしむれと隣接する国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡とを有機的に結びつけて活用する事

業として、「古代にチャレンジ」を実施した。

a. 目的 古代の歴史・文化を素材にした体験学習や古代住居での宿泊体験などを通じて、地域の歴史

や文化についての学習を深める。

b. 日時 A コース（参加者小学 4 年生～中学 1 年生計 2 1 名）

平成 1 0 年 7 月 2 5 日（土）午後 2 時~7 月 2 6 日（日）午前 9 時 2 0 分まで

B コース（参加者小学 4 年生～中学 1 年生計 19 名）

平成 1 0 年 8 月 5 日（水）午後 2 時~6 日（木）午前 9 時 2 0 分まで

c. 場所 時遊館 COCCO はしむれ、国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡、敷領遺跡発掘調査現場他

d. 体験学習の内容

(1) A コース

①指宿史跡巡り

江戸時代の島津家ゆかりの史跡を見学。コースの最後では、市の指定文化財にもなって

いる殿様湯の温泉で入浴体験。

②古代人からのメッセージ

古代を題材にしたゲームや講話で、鹿児島の歴史について学習する。

③博物館見学

博物館を見学しながら、古代人の生活について調べる。

(2) B コース

①体験発掘調査（敷領遺跡発掘調査地点）

発掘調査を通じ、遺跡や地層について学習する。

②勾玉づくり

勾玉などの装飾品を作りを通じて古代の文化について学習する。

③古代人からのメッセージ

古代を題材にしたゲームや講話で、鹿児島の歴史について学習する。

④博物館見学

博物館を見学しながら、古代人の生活について調べる。

e. 成果

学習プログラムの修了時には、参加者に修了証をわたし、後日、時遊館COCCO はしむれの

ロビーで活動内容の写真展を実施した。 Aコースについては、指宿市青年団の協力を得、史跡巡

りや宿泊指導に大いに活躍していただいた。 B コースについては、体験発掘調査の時に、地元の

発掘調査作業員の方々に協力をもらい有意義な活動を実施することができた。

f. 参加者の感想と今後の展望

火起こし体験や、発掘調査などは、初めて経験する子どもたちも多く、熱中して取り組む姿が

見られた。また、「古代の服を作って着てみたい」、「土器づくりに挑戦したい」「古代の食事を作っ

てみたい」など様々な要望もよせられ、次回も参加したいとの声が多く聞かれた。今後、こうし

たニーズの実現に向けて、地域の歴史や文化財などの素材を十分に生かした魅力ある学習プログ
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ラムを開発するとともに、引き続き、県内各地から参加者が集まるような広報・運営に取り組む

ことが肝要である。また、青年団やジュニアリーダー、地域のポランティア等への参加協力をよ

びかけながら支援体制づくりを進め、より多くの人々に地域の歴史や文化に興味• 関心を抱いて

もらえるよう広がりを持った事業展開を目指していきたい。

史跡めぐり (A コース） 古代人からのメッセージ (B コース）

古代人からのメッセージ (A コース） 古代食試食 (A コース）

史跡公園記念写真 (A コース） 体験発掘 (A コース）
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(4) 企画展「指宿・喜入発掘速報展」

a. 目的

平成 9 年度に揖宿郡内で行なわれた埋蔵文化財発掘調査で出土した土器や石器などの資料を一堂に

展示し公開することで、郡内の方々に郷土の埋蔵文化財への関心を深めさせると同時に、埋蔵文化財

愛護思想の啓発を図る。

b. 主催者

指宿市教育委員会、喜入町教育委員会

c. 後援

揖宿教育事務所、鹿児島県立埋蔵文化財セン ター

d. 開催期間

平成 1 0 年 4 月 2 9 日（水） ~5 月 5 日（火）

e. 開催場所

時遊館COCCO はしむれ 2 階特別展示室

f. 展示資料

・指宿市： 南迫田遺跡..

小牧 3A遺跡・

・喜入町： 帖地遺跡．．．

近世陶磁器、近世鍛冶遺構関連資料、

縄文土器、弥生土器

旧石器時代石器資料

旧石器時代石器資料、縄文時代（草創期· 早期・前期· 後期）資料

展示室風景 I

展示室風景 II
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(5) 緊急企画展「弥次ヶ湯古墳とその時代」

企画展示，特別展示は，博物館活動の最も注目される活動の一つである。この活動によって，博物館活動

が一般に評価されるといっても過言ではない。つまり，日頃の博物館の調査・研究活動を発表する場であり，

日常見ることができない資料を公開する事で文化意識の高揚がはかられる。

通常博物館の常設展示は，恒常的な資料展示を行なうことが目的となっている。ー方，企画展示・特別展

示は，短期的に，テーマを持って行なわれるも のである。こ の ことによって，博物館の活性化がはかられ，

また，博物館のリピーターを増やすことができるものと考えられる。

a. 目的 1 1 月段階で弥次ヶ湯古墳の存在が確認されており，この学術的な重要性を鑑み，緊急に企画展

を開催したものである。従来，指宿市を含む薩摩半島では ， 古墳の存在は知られておらず，また，

古墳自体が不在の地域とされていた。このような状況で，指宿市に古墳が存在することが判明した

ことは，従来の古墳分布線を書き換えるとともに，薩摩半島の古墳時代の従来のイメージを刷新す

る成果となっている。しかし，この弥次ヶ湯古墳が持つ意味は，それだけには留まらない。この古

墳の形態や構造，そして，主体部の形態によって，薩摩半島北部の影響で成立した古墳であるのか ，

または ， 大隅半島の影響で成立した古墳であるのかといった問題なども提起される。

これまでの南部九州における古墳研究の現状を把握し，そして ，今後予想される問題を予測しな

がら，博物館における諸活動を展開するためには，このような企画展示を実施し，市民や一般来館

者にその到達点を示すことは重要であると考えられる。 このような意図により，今回の企画展示

を行なった。

b. 会期 平成 1 1 年 1 月 1 日（金 ） ~1 月 3 1 日（日 ）

c. 場所 時遊館 COCCOはしむれ 2 階特別展示室

d. 内容 緊急企画展示 『弥次ヶ湯古墳とその時代ー南九州の古墳を探る 一 』

大テーマ ①古墳時代とは ⑥古墳の系譜

②古墳とは ⑦日向系古墳

③南九州の古墳時代 ⑧肥後系の古墳

④指宿の古墳時代 ⑨土塙墓

⑤弥次ヶ湯古墳の発見 ⑩南九州の古墳文化

資料点数 1 1 0 点

e. 成果

本企画展では ，指宿市で発見された弥次ヶ湯古墳を通じて，南部九州の古墳時代の概要を全体的に理解

できるような展示を実施した。従って，展示解説圏録も，弥次ヶ湯古墳に加え，県内全域の古墳について

概観し ， その上で ， 弥次ヶ湯古墳の評価を明確にした 。

来場者からは，南九州の古墳時代全体が理解できるという声も聞かれた。このような企画展を継続的

に実施してい ＜ 事で，指宿市の文化高揚がはかられると同時に，博物館の活性化につながるものと考えら

れる 。

入場者数 1, 1 0 3 名
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時遊館COCCO はしむれ企画展示『弥次ヶ湯古墳とその時代ー南九州の古墳を探る一』

大テーマ 中テーマ 小テーマ 資料種別 内容

N0.1 あいさつ 解説バネル 館長あいさつ

N0.2 古墳時代とは 解説バネル 古墳時代の位置付けと概要

N0.3 写真 横瀬古墳全景

N0.4 表 年表

N0.5 古墳とは 古墳の発生と意味 解説バネル 古墳伝播と大和政権

N0.6 図

N0.7 古墳の種類 図

N0.8 副葬品の意味 解説バネル

N0.9 南九州の古墳時代 南九州の墓制の状況 解説バネル 南九州墓制の概要

N0.10 図 募制分布図

N0.11 指宿の古墳時代 古墳時代集落分布 解説バネル 指宿の古墳時代の概要

N0.12 図 古墳時代集落遺跡分布図

N0.13 威信財の意味 解説バネル 威信財とは・・・

N0.14 子持勾玉

N0.15 鈴

N0.16 解説バネル 初期須恵器の分布について

N0.17 須恵器（高坪）

N0.18 須恵器（坪）

N0.19 須恵器（はそう）

N0.20 須恵器（長頸壺）

N0.21 鉄器

N0.22 弥次ヶ湯古墳の発見 弥次ヶ湯古墳とは 解説パネル 発見の経緯、プロフィール

N0.23 写真 全景、鳥諏

N0.24 図 弥次ヶ湯古墳模式図

N0.25 図 弥次ヶ湯古墳の構造

N0.26 土器 弥次ヶ湯古墳周溝出土資料

N0.27 弥次ヶ湯古墳の背景 解説バネル 橋牟礼） I I遺跡等の状況

N0.28 弥次ヶ湯古墳の意義 解説バネル 通説との比較

N0.29 図 古墳分布域の広がりを示す

N0.30 古墳時代の南九州の ハヤトとの関連 解説バネル 考古遺物からの見解

N0.31 社会像に迫る 解説バネル 文献史学からの見解

N0.32 図・表 ハヤト関連年表

N0.33 古墳の系譜 解説パネル 日向系・肥後系の古墳

N0.34 図 系譜と伝播ルート

N0.35 写真

N0.36 日向系古墳 大隅の古墳 解説バネル 大隅の古墳とその意義

N0.37 写真＋図 横瀬古墳
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N0.38 陶質土器 横瀬古墳資料

N0.39 円筒埴輪 横瀬古墳資料

N0.40 解説バネル 岡崎 4 号墳

N0.41 写真 ＋ 固 岡崎 4 号墳

N0.42 須恵器（はそう） 上小原古群資料

N0.43 須恵器 上小原古群資料

N0.44 地下式横穴 解説バネル 地下式横穴とは

N0.45 解説バネル 島内地下式横穴について

N0.46 解説バネル＋図 短甲一式

N0.47 短甲一式 島内地下式横穴

N0.48 解説バネル 蛇行剣についての解説

N0.49 図 蛇行剣の分布

N0.50 蛇行剣 島内地下式横穴

N0.51 肥後系の古墳 北薩の古墳 写真 鳥越古墳

N0.52 解説バネル 北薩の古墳とその意義

N0.53 写真＋図 白金崎古墳

N0.54 勾玉 白金崎古墳資料

N0.55 切子玉 白金崎古墳資料

N0.56 金環 白金崎古墳資料

N0.57 管玉 白金崎古墳資料

N0.58 丸玉 白金崎古墳資料

N0.59 小玉 白金崎古墳資料

N0.60 地下式板石積石室 解説バネル 地下式板石積石室とは

N0.61 写真＋図 横岡古墳＋模式図

N0.62 鉄鏃 横岡古墳資料

N0.63 直刀 横岡古墳資料

N0.64 銀環 横岡古墳資料

N0.65 蛇行剣 横岡古墳資料

N0.66 須恵器（坪．蓋） 横岡古墳資料

N0.67 土塙墓 土塙募 解説バネル 土塙募とは

N0.68 写真＋図 南摺ヶ浜遺跡＋模式図

N0.69 高坪 南摺ヶ浜遺跡資料

N0.70 用 南摺ヶ浜遺跡資料

N0.71 環頭大刀 亀ノ甲遺跡資料

N0.72 南九州の古墳文化 古墳文化の流入 解説バネル

N0.73 鏡 東免遺跡資料

N0.74 鈴 中尾遺跡資料

N0.75 鏡片 麦ノ浦貝塚資料

N0.76 鏡 向桁城資料
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N0.85 鉢形土器 中尾遺跡資料

N0.86 台付き鉢 中尾遺跡資料

N0.87 坦 中尾遺跡資料

N0.88 高坪 東田遺跡資料

N0.89 芸而 東田遺跡資料

N0.90 壷 東田遺跡資料

N0.91 甕 東田遺跡資料

N0.92 坦 東田遺跡資料

N0.93 甕 外川江遺跡資料

N0.94 壷 外川江遺跡資料

N0.95 小型壷 外川江遺跡資料

N0.96 ミニチュア 外川江遺跡資料

N0.97 土師器壷 城山山頂遺跡資料

N0.98 小型丸底壷 城山山頂遺跡資料

N0.99 高坪 城山山頂遺跡資料

N0.100 小型甕 城山山頂遺跡資料

N0.101 小型壷 城山山頂遺跡資料

N0.102 器台 城山山頂遺跡資料

N0.103 高坪 白糸原遺跡資料

N0.104 碗 白糸原遺跡資料

N0.105 亜-ｱ, 白糸原遺跡資料

N0.106 家形埴輪写真

展示室風景 I

展示室風景 II
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(6) ミニ企画「弥次ヶ湯古墳発掘調査速報コーナー」設置

弥次ヶ湯古墳の発見は、「本土最南の古墳発見」ということもあり、報道各社によって大きく取り上げ

られた。

指宿市教育委員会では、報道発表直後の平成 1 0 年 1 1 月 2 8 日と 2 9 日の 2 日間に渡り、弥次ヶ湯古

墳の現地説明会を開催、一般に公開した。両日で 9 0 0 名の見学者の来訪があったが、その後も cocc

O はしむれに、多くの問合せが寄せられた。

このため、時遊館 COCCO はしむれでは、速報展示として第 4 展示室の一角に展示コーナ一を設け、

出土品や写真などを展示し、弥次ヶ湯古墳古墳時代の集落配置の様相についての展示を提示した。

また、展示室受付においては、弥次ヶ湯古墳の案内図を配置し、見学者の便を固った。

a. 目的 弥次ヶ湯古墳の概要とその意義に関して、古墳の写真や若干の遺物を展示し、古墳発見の意

義の理解を促す。また、展示室の中にも若干の展示変化を持たせると同時に、常設展示の付加

価値を高める。

b. 会期 平成 1 0 年 1 2 月 1 8 日（金）～平成 1 1 年 3 月 3 1 日（水）

c. 場所 時遊館COCCO はしむれ常設展示室（第 4 展示室）

d. 内容 入場料は常設展示観覧料。弥次ヶ湯古墳の写真パネル、解説パネル、新聞掲載記事、関連する

遺物などを展示。

e. 成果 常設展示室は、基本的にば恒常的な展示内容を提示する所であるが、新発見や学説の変化など

に応じて部分的に改変し、常に新しい内容を盛り込むことも重要である。今回のコーナーの開

設は一時的なものであるが、それでも常設展示室に新しい情報を付加する試みとして重要であ

る。

来館者は新しい情報が付加されていることを知り、常に、新しい情報が加えられていることに

好意的な印象を持つことと考えられる。

速報コーナー全景

速報コーナーパネル部分
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(7) 第 2 3 回全国遺跡環境整備会議開催

a、趣旨

遺跡の環境整備を円滑に行うため、全国の自治体の関係者が集まり、遺跡環境整備についての新し

い技術及び方法の研修を行い、各地で進められている遺跡環境整備に役立てるとともに、あわせて

遺跡の保存と活用に資することを目的とする。

b、主催

第 2 3 回全国遺跡環境整備会議実行委員会

（鹿児島県教育委員会・指宿市教育委員会）

C 、会期

平成 1 0 年 1 1 月 1 2 日（木） ~ 1 3 日（金）

d、会場 ふれあいプラザなのはな館· 時遊館 COCCO はしむれ

e 、議題

「史跡活用のためのソフト事業の展開について」

（イベント等の展開・ボランティア育成· 史跡の施設を利用したソフト事業等）

f 、日程

第 1 日研究討議

12:30~13:30 受付

13:30~13:45 開会行事

13:45~16:55 

①研究協議

②事例報告

青森県教育委員会 上野茂樹文化財保護主査

「三内丸山遺跡」

千葉県千葉市加曽利貝塚博物館 村田六郎太学芸係長

「加曽利貝塚」

大阪府羽曳野市教育委員会

「翠鳥園遺跡」

佐賀県教育委員会

「吉野ヶ里遺跡」

鹿児島県指宿市教育委員会

「指宿橋牟礼川遺跡」

③指導・助言

辻絶学技術職員

納富敏雄 企画調整主査

渡部徹也主事

文化庁文化財保護部記念物課 田中哲主任調査官
同 本中真調査官

奈良国立文化財研究所 内田和伸技官

16:55~17:10 次期開催地挨拶

閉会行事

17:10~ 移動

18: 30~20: 30 情報交換会· 宿泊（指宿シーサイドホテル）

第 2 日 現地検討会
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8:30~ 9:30 ①現地見学（ガイダンス施設・指宿市考古博物館・国指定史跡指宿
橋牟礼川遺跡）

9:35~10:45 移動

10:50~11:20 ②現地見学（知覧町国指定史跡知覧城）

11 : 20~11:30 移動

11:30~11:50 ③現地見学（知覧麓伝統的建造物群保存地区）

1 1 :50~12:00 移動

12:00~12:10 閉会行事

12:10~13:00 く昼 食＞（知覧パラダイス）

13:00~14:30 移動

14:30~15:30 ④現地見学 （上野原遺跡）

15:30~16:15 移動

1 6 : 1 5 鹿児島空港

16:15~17:00 移動

1 7 : 0 0 西鹿児島駅

g. 参加者

1 8 7 名 (1 8 3 団体）

心丑へ躙珈四奇企咄零;:,,;z=·,ぐ~:..a

会場全景（ふれあいプラザ菜の花館）
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大阪府羽曳野市事例発表
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(8) いぶすきシルバー美術展

指宿市においては、生涯学習における高齢者の創作活動の一般公開の場として、また、芸術文化の振興

に寄与することを目的として平成 2 年度から開催しており、今年度で第 9 回目を迎える。

a. 日時平成 1 0 年 8 月 9 日（日） ~23 日（日）

b. 主催 指宿市・指宿市教育委員会・指宿市文化協会

c. 出展作品数 2 4 9 点（市内 1 5 点・市外 2 3 4 点）

d. 出展者数 1 9 4 名（市内 1 4 名・市外 1 8 0 名）

e. 最高齢者 9 6 歳 （鹿児島市）

f. 平均年齢 7 0. 1 歳

g, 年齢別構成 6 0 歳代 8 3 名

7 0 歳代 9 5 名

8 0 歳代 1 4 名

9 0 歳代 2 名

h. 出展作品種別洋画 1 3 5 点

水彩画 1 4 点

日本画 2 7 点

水墨画 44 点

ちぎり絵 2 4 点

版画 2 点

七宝 1 点

切り絵 2 点

i. 入場者数 3 9 2 9 名

いぶすきシルバー美術展開催風景
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(9) COCCO名画鑑賞会

a. 目的

指宿市考古博物館では、「名画 1 0 0 選」からソフトを選択し、これを上映する「COCCO名画鑑賞会」

を館独自の企画事業として行った。上映作品は下表のとおりである。

b. 日時

COCCO名画鑑賞会は、毎月 1 回のペースで開催 した。上映時間は、会場となる歴史劇場

での 「開け！ 大地のタイムカプセル」（橋牟礼川解説映像）等の上映とのバッティングを避ける

ため、土曜日夜 7 時から行うこととした。これに合わせて、常設展示室の夜間公開を行った。

c. 場所 歴史劇場

d. 内容

来館者の年齢層は中高年の入場者が主体を占めているが、上映ソフトによっては、小中学生も来

館している。地域博物館の活動のひとつの方向性として、 今後とも COCCO名画鑑賞会を継続

してゆくべきと考える。

e. 主催 指宿市教育委員会

COCCO名画鑑賞会平成 1 0 年度日程

日 時 映画名称 備 考

5月 3 日 ガリバー旅行記 ]''ールテツウィ一ク特番

5 月 4 日 ガリバー旅行記 T' ールテ‘ツウィ一ク特番

5 月 5 日 ガリバー旅行記 J'' ールテ‘ツウィ一ク特番

5 月 23 日 黄金狂時代

6月 27 日 ヒズガールフライデー

7月 25 日 ガリバー旅行記

8月 22 日 ぽくの村は戦場だった

9月 26 日 ストーカー

10月 24 日 ある夜の出来事

11 月 28 日 伊豆の踊り子

12月 26 日 道

1 月 23 日 裁きは終わりぬ

2月 27 日 間諜最後の日
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(10) 博物館資料保存・修復活動（実物資料．書籍・写真等）

a. 目的博物館の基幹をなす事業の一つとして、資料の保存・修復活動を実施した。

b. 場所復元作業室

C • 内容 今年度は、個人からの寄託物件と旧専売公社跡地倉庫内に収蔵されていた民俗資料・文書

資料等について、燻蒸作業を実施した。燻蒸作業は、殺かび、殺虫を期して行なった。

燻蒸作業の完了後は、 資料を寄託物件に関しては特別収蔵庫へ収納し 、 民具資料の内農具など

に関しては、一般収蔵庫へ収納した。また、発掘調査によって出土した遺物の復元・整理作業

を行った。

d. 燻蒸実施実績

平成 1 0 年 6 月 1 7 日~ 6 月 1 8 日 古文書・民具燻蒸

6 月 2 2 日~ 6 月 2 3 日 古文書・民具燻蒸

平成 1 1 年 2 月 2 3 日~ 2 月 2 4 日 民具燻蒸

特別収蔵庫内風景 I

..,. -
特別収蔵庫内風景 II
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(11) 学芸員研究活動

a. 研究課題

b. 研究助成機関

c. 研究助成金額

d. 研究期間

e. 研究の目的

『考古学的手法による災害履歴分析について』

財団法人日本科学協会

700,000 円

平成 1 0 年 4 月 1 日～平成 1 1 年 2 月 1 5 日

過去の災害によって様々な文化要素が変化することが指摘されているが、多様な過去の災害を分析

することについての考古学的手法や理論に関する研究は途上であり、今後の研究の深化が望まれる。

特に、これらの課題を解決するためには、災害のプロセスに応じて、被災者がどのような評価を下

し、激変した環境に適応する行為（災害適応）を試みたかという点について事例を収集し、それを体

系的に整理する必要があると考えられる。

今回の研究は、考古学的手法によって収集された過去の災害情報を得て、特に、被災者の評価と適

応という観点から、それぞれの文化項目ごとに災害のプロセスに準じて整理することを目的とする。

また、整理した事例をもとに、分類を実施し、時系列に沿って配列することで、災害によって、ど

のような文化の変化を遂げたのかを明らかにする。

f. 研究実施項目とその内容

① 災害情報を有する発掘調査報告書などによる事例収集

（内容） 全国の災害遺跡について、「火山災害」「地震災害」「洪水災害」「火災災害」等の項目分

類を設け、事例の収集に当たる。文献と調査票に基づき事例のデータベ一ス化を進める。

② 災害情報を有する遺跡についての文献調査

（内容） 災害遺跡に関する文献を網羅的に収集する。これは発掘調査報告書に限らず、論文集等

も対象とし、研究史についても詳細にまとめる。

③ 保管資料としての歴史文献の調査

（内容） 歴史上の文献で、災害に関する文献を収集し、過去の災害評価などに関する分析の補完

的な資料とする。特に、発掘調査で明らかになった災害に関する調査を行う。

④ 災害の質・規模に関する自然科学分野の文献調査

（内容） 災害発生時にかかわるメカニズムとプロセス理解のための補助的な資料とする。

g. 研究実施経過

5 月 8 日~ 1 0 日 災害文献調査 於：国立国会図書館

5 月 2 2 日 ~2 4 日 災害遺跡名集成於：東京国立文化財研究所

5 月 1 1 日 ~2 0 日 自然科学系文献調査依頼

5 月 2 0 日 ~31 日 災害遺跡調査票作成

7 月 3 0 日 火山災害調査票発送

7 月 3 0 日 地震災害調査票発送

7 月 3 0 日 その他災害調査票発送

8 月 3 1 日 火山災害遺跡調査票回収分検討分類

9 月 1 0 日 火山災害遺跡追加調査依頼

9 月 3 0 日 地震災害遺跡調査票回収検討分類
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9 月 1 0 日 地震災害遺跡追加調査依頼

1 0 月 1 日～ 各調査票分類作業

1 0 月 1 日～ 各調査票入力作業

1 1 月 1 日 文献資料調査・検討

2 月 1 日 文献資料調査・検討

2 月 2 日～ 報告書『全国災害遺跡事例集（仮称）』印刷

※ 学芸員研究成果は、紀要編に掲載。

(12) 博物館教育・普及活動（ミュージアムティーチャー会による解説活動）

a. 目的 博物館の教育普及活動の最も基礎的な業務の一つである常設展示の案内·解説について、

恒常的な情報の提供、教育普及効果の向上を目的にミュージアムティーチャー制度を導入し

た。安定したサービスの供給に向けて、 MT 会に委託することによって成立している。

b. 内容 ミュージアムティーチャーの組織は下記のとおりである。

ミュージアムティーチャー 3 名 案内・解説業務

アシスタントティーチャー 3 名 受付、もぎり業務、および案内· 解説業務の補助

c. 成果 ミュージアムティーチャーの解説活動については、来館者から、「他の博物館では、ゆっく

りと説明をしてもらえないが、時遊館COCCO はしむれでは、丁寧な説明・案内があって

分かリやすい。」というような評価が多い。今後も継続しで恒常的に案内・解説業務の提供

を行ってい＜ことが必要である。

(13) ミュージアムティーチャー研修会

a. 目的 研修会を通じて、ミュージアムティーチャーやアシスタントティーチャーの資質を向上し、博

物館において、より高い質のサービス を提供することを期する。

b. 場所 歴史劇場研修室

c. 内容 全 6 回の研修会を実施した。

第 1 回 ： 平成 1 0 年 4 月 2 2 日（水）
・ゴールデン ・ ウィ一クイ ベン ト ・ 学習支援活動計画について

第 2 回 ： 平成 1 0 年 6 月 2 4 日（水）

・学習支援（学習プログラム・ワークシート）の作成について

第 3 回 ： 平成 1 0 年 9 月 2 4 日（水）

・ 体験学習（火おこし • 土器の模様付け）の問題点

・博物館実習受入れについて

第 4 回 ：平成 1 0 年 11 月 2 5 日（水）

・弥次ヶ湯古墳の見学について

第 5 回 ： 平成 1 1 年 1 月 2 7 日（水）

・解説業務の再確認

・屋外施設の建設

・はしむれ友の会の発足について

第 6 回 ：平成 1 0 年 3 月 2 4 日（水）

．平成 1 0 年度の反省

．次年度の活動内容について
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(14) 『 COCCO だより』の発刊

情報紙『 COCCO だより』における広報

時遊館COCCO はしむれにおいては、市民もしくは市外の多くの方々の生涯学習の場として博物館を

活用してもらうために、博物館での開催行事の情報提供と文化情報の発信を行なっている。

COCCO だよりは、平成 8 年 8 月号から毎月発行しており、平成 1 1 年 3 月号で、通算 3 2 号を数え

ている。

時遊館 Cocco はしむれ お知らせ版 第 21 号 平成 10 年 4 月 1 日発行 指宿市教育委員会社会教育課
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時遊館 CoCCo はしむれ お知らせ版 第 22 号平成 10 年 4 月 10 日発行 指宿市教育委員会社会教育課

---、~ ＇如心纏•配lif匹"

コこ厨匁已麟攣
諷子て疇H

古代まがたまアクセサリーづ〈り

お問い合わせ

古代をイメージしたオリジナルアクセサリ一を作ってみ ~ ニ~心
ませんか。勾玉を焼く時には火起こし体験もできます！

5 月 3 、 4 、 5 日の 3 日間

午前 10 : 30--.., 正午、

午後 1 : 00--..,4 : 00 まで

場所 1 階講堂

参加料 1 人 500 円

（入館料別）

繹100祖

古代おにぎり
プレゼント

5 月 3,4,5 日の 3 日間、ご入

場いただいた先着 100 名の皆様

に赤米の「古代おにぎり」をプ

レゼントいたします。古代の味

をお楽しみ下さい。m

ヽ．ー・-

指宿•喜入発桐速報展
指宿市南迫田遺跡、中尾迫遺跡や喜入町

帖地遺跡など平成 9 年に話題になった遺跡

の速報展を開催します。

期間 4 月 29 日（水） ,,.._,, 5 月 5 日（火）

会場 2 階特別展示室

入場無料
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5 月 3 , 4 日の 2 日間

インターネット講座を開

講します。

場所 1 階研修室

5 月 3 日

午後 1 : 00-...,3 : 00 

「インターネットってどんな

〗」］日0~。か
「使おう！インターネット」

受講料は無料です。お気

軽にご参加ください。

は
じ
め
て
の
人
の
た
め
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座

COCCO名画クうブ会員募集

こども名画劇場

5

月
3

、

4
、

5

日
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3

日
間
、
午
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時
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C
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す
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入
場
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大
人
五
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大
学
・
高
校
生
四
百

円
、
小
・
中
学
生
三
百
円
（
常
設
展
示
見
学
料

金
含
む
）

(
8分
）

~ 

平成 10 年度、 COCCOはしむれでは下
記の日程で名画鑑賞会を開催します。

開催に伴い名画クラブ会員を募集いたしま

す。会員特典として 10 回分を 1 セットにし

た前売券を 1 割引の 4000 円で販売いたしま

す。詳しくは COCCOはしむれ文化係まで

お問い合わせ下さい。なお、本券で常設展示

もご覧いただけます。

上映予定

5 月 3...._, 5 日

5 月 23 日

6 月 27 日

7 月 25 日

8 月 22 日

9 月 26 日

10 月 26 日

11 月 28 日

12 月 26 日

1 月 23 日

2 月 27 日

ガリバー旅行記

黄金狂時代

ヒズガールフライデー

ガリバー旅行記

僕の村は戦場だった

ストーカー

ある夜の出来事

伊豆の踊り子

道

裁きは終わりぬ

間謀最後の日

＇／、
ゴールデンウィ一ク

期間と 5 月の休館日

4 月 27 日（月）

5 月 6 日（水）

5 月 11 日（月）

5 月 18 日（月）

5 月 25 日（月）

5 月 27 日（水）
ヽ

ノ
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時遊館 COCCO lましむれ お知らせ版 第 23 号 平成 10 年 6 月 1 日発行 指宿市教育委員会社会教育課
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る
講
演
会
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
講
演
聴
講
料
は
無

斗
ぎ
す
。
こ

p

っ
ご
参

0

く
だ
さ
い
。

お問い合わせ

23-5100 

時
遊
館
C
0
c
c
O

は
し

む
れ
で
は
、
好
評
を
頂
い
て

お
り
ま
す
毎
年
恒
例
の
C
O

c
c
0

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を

い
た
し
ま
す
゜

毎
回
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
専
門
家
に
よ
る
肩
の
凝
ら

な
い
歴
史
を
中
心
と
し
た
楽

し
い
お
話
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
゜

毎
回
午
後
3

時
か
ら
開
催
い

た
し
ま
す
゜

今
年
も
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
゜

C
O
C
C
0

名
画
鑑
賞
会
の
ご
案
内

平
成
十
年
六
月
二
七
日
（
土
）
午
後
七
時
か

ら
時
遊
館
C
0
c
c
O

は
し
む
れ
歴
史
劇
場
に

て
名
画
鑑
賞
会
を
実
施
い
た
し
ま
す
゜

今
回
の
上
映
は
『
ヒ
ズ
ガ
ー
ル
・
フ
ラ
イ

デ
l

』
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
各
紙
に
よ
り
映
画

史
上
に
残
る
傑
作
と
う
た
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
未
公
開
だ
っ
た
名
作
を
見
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。
（
入
場
料
大
人50
0

円
・
大
学

高
校
生
4
0
0

円
・
小
中
学
校
生
3
0
0

円
）

COCCOセミナー

` 

年月日曜日 演 題 講師 所属機関

7月 11 日土縄文土器とその世界 本田道輝 鹿児島大学法文学部助教授
9月 5日土 南九州と東南アジアの民俗比較川野和昭 県歴史資料センター黎明館学芸主事

10月 3日土隼人と律令制 永山修ー ラ・サール学園教諭
11月 21 日土 天瑾院篤姫をめぐる人々 松尾千歳 尚古集成館学芸係長
12月 5日土陶磁器からみた指宿 鎌田洋昭 指宿市教育委員会主事
1月23日土古代の祭りについて 渡部徹也 指宿市教育委員会主事
2月 13日土古代住宅事情について 中摩浩太郎指宿市教育委員会主事
3月 13日土火山と遺跡 下山覚 指宿市教育委員会主査

※ 講演題目については若干の変更がある場合があります。
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今
年
も
夏
休
み
に
、

時
遊
館
C
O
C
C
O

は
し
む
れ
で
は
『
古

代
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

を
実
施
い
た
し
ま
す
゜

古
代
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
、

A

コ
］
ス
（
故
郷
史

跡
め
ぐ
り
・
古
代
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
古
代
住
居

宿
泊
体
験
）
、
B

コ
ー
ス
（
体
験
発
掘
調
査
・
古
代
ア

ク
セ
サ
リ
ー
づ
く
り
・
古
代
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・

古
代
住
居
宿
泊
体
験
）
の
2

つ
の
コ
ー
ス
を
ご
用
意

い
た
し
ま
し
た
。
参
加
費
は
、
一
名
千
円
必
要
で
す
゜

募
集
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
゜

事
前
説
明
会
日
時
・
会
場
平
成

1
0年
7

月
1
9日
（
日
）

午
前
1
0時
S

正
午
ま
で
時
遊
館

C
0
c
c
O

は
し
む
れ

事
業
実
施
日

▼
A
コ
ー
ス
平
成
1
0年
7

月

2
5
•
2
6
日

(
2日
間
）

▼
B

コ
ー
ス
平
成
1
0年
8

月
5
•
6

日

(
2日
間
）

会
場

C
0
c
c
O

は
し
む
れ

対
象
小
学

4
•
5
•
6

年
生
・
中
学
生
（
毎
回
2
0名
）

申
込
方
法
電
話
で
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
゜

電
話

2
3
_
5
1
o
o

申
込
先
時
遊
館

C
O
C
C
O

は
し
む
れ
文
化
係

募
集
期
間
平
成

1
0年
6

月
5

日

S
2
0日

今和泉島津家の歴史を語るこの墓地

は、昭和 5 7 年に市指定文化財と
なっています。

Giiiiiito, 

' 

指
宿
市
岩
本
麓
下
に
あ
り
ま

□
i
J
J
f
t
[
[

□
□日□い
戸

地
ら
六
代
忠
冬
ま
で
の
一
族
の
募

墓
が
十
四
基
あ
り、そ
の
周
り
に

は
百
基
余
り
の
燈
篭
で
囲
ま
れ

家津島
て
い
ま
す
゜

幕
末
に
は
、
時
の
藩
主
島
津

泉和今
斉
彬
は
、
第
十
代
今
和
泉
島
津

回
家
領
主
忠
剛
の
娘
、
篤
姫
を
養

4

女
に
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

将
軍
徳
川
家
定
の
夫
人
と
す
る

第

た
め
だ
っ
た
の
で
す
。
家
定
の

□
[
〗
旦
。
姫
は
天
埠
院

C
O
C
C
O

だ
よ
り
平
成
1
0年
4

月
号
の
特
集

記
事
『
指
宿
に
残
る
江
戸
時
代
•
第

3

回
湊
川

橋
』
中
に
お
き
ま
し
て
、
「
岩
永
三
五
郎
に
よ
っ

て
湊
川
橋
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
」
と
記
載
い
た
し

ま
し
た
が
、
「
湊
川
橋
は
、
岩
永
三
五
郎
ら
が

造
っ
た
も
の
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
」
の

誤
り
で
し
た
。

ま
た
、
C
0
c
c
0

だ
よ
り
平
成

1
0年
5

月
号

の
C
0
c
c
0

名
画
ク
ラ
プ
会
員
募
集
記
事
中
の

「
あ
る
夜
の
出
来
事
」
の
上
映
予
定
が

1
0月
2
6日

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

1
0月
2
4日
の
誤
り
で

し
た
。

7
 □

日
日
]
6
月
の
休
館
日

5

、

2

、

6

月
ー
、
8

、

1
2

は
休
館
日
で
す
。

ヽ

—— 

訂
正

—— 

ノノ

ま
こ
こ
ろ
揖
宿
県
体

花
い
っ
ぱ
い
運
動

あ
い
さ
つ
運
動

成
功
さ
せ
よ
う
！

—— 
2
4、

2
9日

\: 
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時遊館 COCCO はしむれ お知らせ版 第 24 号 平成 10 年 7 月 1 日発行 指宿市教育委員会社会教育課

コ

コ

お問い合わせ

23-5100 

gに
シ
ル
バ
ー
美
術
展
開
催

会
期
平
成

1
0年
8

月
9

日
（
日
）
S
8
月

2
3日
（
日
）

場
所
時
遊
館

C
O
C
C
O

は
し
む
れ
【
詳
し
く
は
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
】
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新
聞
な
ど
で
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
実
に
残
念
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
橋
牟
礼
川
遺
跡
の
古
代

住
居
2

棟
が
焼
失
い
た
し
ま
し
た
。

―
私
た
ち
の
住
む
指
宿
市
に
は
、
先
祖
か
ら
代
々

伝
え
ら
れ
た
貴
重
な
文
化
財
が
多
数
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
貴
重
な
文
化
財
は
、
一
度
失
わ
れ

て
し
ま
う
と
、
二
度
と
私
た
ち
の
も
と
に
は
戻
っ

て
来
ま
せ
ん
。
橋
牟
礼
川
遺
跡
の
住
居
焼
失
を
期

に
、
再
度
身
近
な
文
化
財
を
見
直
す
と
と
も
に
、

文
化
財
の
防
火
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

『
す
゜

•
一

猶'-1.,
I I 第 5 回南迫田遺跡 I I 
ん集録せがて鍛た近もば 多陶たの
ｰ 落にま集置冶こ臼左れ陶数磁° 発平
がはすまか場とにらた磁含器出掘成
あ残° つれはを陶さも器まと土調，
つさ南たた‘示磁れのはれ鍛品
たれ迫町よ当し器たや‘て冶の

査年
12 

のて田のう時ての舶‘有い場中喜月
かい一存でのい消来中田ま関に に
もな帯在‘道ま費口国な

ロロ
し連はな南

しいにを多路す地が南とたの、わ迫
れ近は想＜に° がぁ部か° 遺多れ田
ま世‘像の沿まあ り から 物数ま遺
せの記さ人ったつ、ら運 がのし跡

’
7

月
の
休
館
日
量
冒
瓢

7

月
6
、

1
3
、

2
7日

夏
休
み
の
始
ま
り
の

7

月

1
日

S
2

日
は

休
ま
ず
開
館
し
ま
す
！

カ
フ
ェ
・
す
て
っ
ぷ
あ
っ
ぷ
は

2
1日
と

2
2日
は
閉
店
し
ま
す
゜

成
功
さ
せ
よ
う
！

ま
ご
こ
ろ
揖
宿
県
体
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時遊館 COCCO はしむれ お知らせ版 第 25 号 平成 10 年 7 月 30 日発行 指宿市教育委員会社会教育課

第9回いぶすきシルバー美術展 I
シ
ル
バ
ー
美
術
展
は
、
県
内
か
ら
公
募
し
た

6
0オ
以
上
の

方
々
の
絵
画
作
品
約
2
o
o

点
を
一
堂
に
展
示
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
美
術
展
で
す
。
洋
画
・
日
本
画
・
水
彩
画
・
版
画
・
ち

ぎ
り
絵
な
ど
の
円
熟
し
た
作
品
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
゜

市
民
の
み
な
さ
ま
の
多
数
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
C
0
c
c
O

は
し

む
れ
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
゜

会
期
平
成

1
0年
8

月
9

日
（
日
）
S
8

月

2
3日
（
日
）

場
所
時
遊
館

C
O
C
C
O

は
し
む
れ

第 8 回最優秀作品「瞬きこらえ」樋之口健治氏

コ

コ

お問い合わせ

23-5100 

二敷領遺跡□二二
発掘調査開始のお知らせ

• 

弥
戊
ヶ
9
乃

公
営
位
も

0. "'e~tl "" 

丸
ー
一
ぢ

•

>

ロ
敷領遺跡の発掘調査が開始されます。

(8 月 3 日から 12 月 15 日までの予定）

平成 8 年度、 9 年度の調査では、平安時

代の田んぼや奈良時代～弥生時代の集落

跡が発見されました。今回はどんな発見

があるのでしょうか。調査の様子につい
ては、 COCCO だよりでまたお知らせ

いたします。

COCCO名画鑑賞会 I
今回は、 1962年ベネチア国際映画祭グラン

プリ、サンフランシスコ国際映画祭監督賞受

賞の名作「僕の村は戦場だった」を上映しま

す。この機会をお見逃しなく！

日時 8 月 22 日（土）午後 7 時～
（上映時間 94 分）

歴史劇場

大人 500 円・大高校生 400 円

小中学生 300 円

会場

入場料

ー 30-



永
い
歴
史
の
中
で
、
様
々
な
文
化
が
黒
潮
に
の
っ
て
鹿
児

島
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
は
、
東
南

ア
ジ
ア
の
国
「
ラ
オ
ス
」
の
民
族
の
暮
ら
し
に
鹿
児
島
の
民

俗
の
源
流
を
探
り
ま
す
゜

日
時

9

月
5

日
（
土
）

講
師
川
野
和
昭
先
生

フ
オ
ス
の
山
岳
民
族
の
暮
ら
し
と

南
九
州
の
民
俗
文
化

A

＼
息
ニ5力

ー

V
J

ヒ
へJ 

゜

有
‘
の

ゃ

ん
と

□
口
[
[
[

歩
い
ぃ
．
‘
閾
勢

r

山
て
な
略
も
意
姿
料

だ
い
ら
中
で
無
る
資

ん
歩
ま
・
度
で
ぇ
発

し
を
の
つ
・
態
中
考
啓

市

楽
先
雑
し
か
足
は
に
を
い
が
・
や
の
て

も

を
、
ど
の
で
ば
の
れ
端
胸
な
花
葉
活
っ
岡

触
が
子
だ
子
た
そ
そ
道
ず
げ
の
言
生
な
福

感
風
た
様
つ
。
、
は
わ
何
そ
い
伶
に
（

の
い
と
れ
た
折
た
と
も
思
の
に
な
日
身

葉
よ
恥
そ
っ
今
し
る
ど
に
親
急
げ
。
の
。

ち
地
、
ぎ
、
ま
見
子
さ
母
、
何
す
手
か

、
ま
相
う

の

あ
え
り
り
を
。
し
が
て

何

落
心、た
あ
さ
な
去
花
た
美
ろ
つ
い
り
に
よ

ら
し
。

r

を
う
り
た
し
の
こ
よ
な
あ
真
し
こ
の
も
は
で

ね

が
と
。
‘
て
葉
言
走
れ
で
花
と

i

な
り
た
し
つ
言
と
て
ら
花
の
。
言
意
と
れ
い

れ

び
や
し
あ
の

j

て
て
の
輪
う
一
悪
こ
そ
な

き

浴
ん
ま
が
も
ん
捨
捨

j

―
ょ

花

ひ
き
間
ど
う
げ
ら
し
し

の

を日
。
で
や
子
ふ
投
が
え
で

の
．

こ

れ
す
ん
や
は

r

に
な
な

も
で
運
、
。
親
は
端
い
み
た
．

ん

と
を
声
母
も
道
追
お
せ
．

さ

花
こ

だ
と
ど
を
で

r

か

母

の
こ
話の会
ん

j

子
花
耳
な
め

の輪
秋晩
日
の
ほ
ず
よ
。
の
を
憐
き

―
―
子
は
草
た
り
音
可
と

8 月の休館日

3 日（月）

1 0 日（月）

1 7 日（月）

1 9 日（水）

24 日（月）

3 1 日（月）

詳しくは当館ま

でお尋ね下さい。

i
i、A

滉
虞
店
J
-

平
成
1
0年
生
涯
学
習
講
座

尼
史
セ
‘
‘
‘
ナ
ー

0ふだん何げなく使っている言葉で、相手を無意裁に傷つけていることは

ありませんか。考えてみましよう。

0心豊かな子どもの成長のために｀親としてどのような会話に心掛けたら
よいか、考えてみましょう。
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時遊館 COCCO はしむれ お知らせ版 第 26 号 平成 10 年 9 月 1 日発行 指宿市教育委員会社会教育課

初秋のひととき
歴史にふれでみませんか

綸

講
師

日
時

l
o月
3

日
（
土
）

4

時
3
0分

永
山
修
一
先
生

（
ラ
•
サ
ー
ル
学

園
教
諭
）

隼
人
と
律
令
制

講
師

日
時

9

月
5

日
（
土
）

4

時
3
0分

川
野
和
昭
先
生
（
県
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
黎
明
館
学
芸
専
門
員
）

午
後
3

時
か
ら

午
後
3

時
か
ら

フ
オ
ス
の
山
岳
民
族
の
暮
ら
し
と

南
九
州
の
民
俗
文
化

コ

コ

お問い合わせ

23-5100 

COCCO名鵬賓至
. 
．．ヽ . .

ヽ ．
. ~- . 
ヽ

-1 

今回は、 1981 年公開の旧ソビエトの SF映

画『ストーカー』を上映します。

不可思議な立入禁止地帯「ゾーン」。この中

心にある「部屋」までいって生還できれば、夢

がかなうといううわさが．．．謎の「ゾーン」

奥深くにストーカー（密猟者）の案内により作

家と物理学者が潜入します・・・

日時 9 月 26 日（土）午後 7 時～

（上映時間 163 分）

歴史劇場

大人 500 円・大高校生 400 円

小中学生 300 円

会場

入場料

シル:/ I、-美術展靡募

第 9 回のシルバー美術展が 23 日閉幕し

ました。期間中 3929 人の入場があり、訪

れた人々は円熟した作品の数々に思わず

魅せられていたようです。来年は第 10 回

の節目を迎えます。来年もた＜さんの

方々のご応募をお待ちしております。

殿餌遭靡
発観醒吻報
8 月 3 日からスタートした敷領遺跡の発

掘調査。開聞岳の火山灰の下から、平安

時代の水田の跡がまた、幅の広い大きな

区画のための畦も見つかりました。

弥次ヶ湯付近は、古代から

• ;1:~Y;W詈
ー32-



1
1月
7

日
（
土
）
午
後
3

時
S
4

時
2
0分

指
宿
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

（
市
生
涯
学
習
推
進
大
会
の
中
で
講
演
）

子
育
て
、
不
登
校
、
い
じ
め
、
非
行
な
ど
青

少
年
を
と
り
ま
く
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
お
話

を
聞
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
関
係
者
は
も
ち
ろ

ん
、
全
て
の
方
々
に
ぜ
ひ
参
加
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
゜
＼
り
ツ

が
L

t
 

A
t
c
,
r
 

仄
ニ
ィ

柔
2

森／
｀
わ

期
日

場
所 介、金可で7t戻蒙r1

””房デ免生
（家庭教育カウンセラ一）

品乾資芸濡笏儲

主な著書

「いじめの根っこ」

「愛のキャッチボール」

「21 世紀への旅立ち」

999 
など

8

月
1
3日
（
木
）
ヽ

中
高
生
ふ
る
さ
と
の

集
い
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
美
化
活
動
後

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
で
は
、
岩
本
チ
ー

ム
が
み
ご
と
優
勝
を

か
ざ
り
ま
し
た
。
中

高
生
、

一
般
を
含
め

約
三
百
人
の
参
加
が

あ
り
、
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し
た
。

9 月の休館日
7 日（月）

1 4 日（月）

2 1 日（月）

2 4 日（木）

2 8 日（月）

詳しくは当館ま

でお尋ね下さい。

第
6

回
田
の
神
さ
ぁ

田
の
神
さ
ぁ
は
、
江
戸
時
代
に

薩
摩
藩
で
流
行
し
た
田
ん
ぼ
の
神

様
の
石
像
で
す
。
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ

や
土
手
に
置
か
れ
、
稲
の
成
長
を

見
守
り
、
豊
か
な
実
り
を
願
い
続

け
ま
し
た
。
指
宿
市
内
に
は

4
6体

の
田
の
神
さ
ぁ
が
残
っ
て
い
ま
す
゜

そ
の
う
ち
も
っ
と
も
古
い
田
の
神

さ
ぁ
は
二
月
田
に
あ
る
も
の
で
、

元
文
五
年
（
一
七
四
0
年
）
の
刻
銘

が
あ
り
ま
す
。
食
欲
の
秋
、
お
い
し

い
米
に
は
、
田
の
神
さ
ぁ
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
゜

ー 33-



時遊館 COCCO はしむれ お知らせ版 第 27 号平成 10 年 10 月 1 日発行 指宿市教育委員会社会教育課

薩摩焼発祥400周年記念

り越か中無がと指とのユを
ましが国料出丹宿お指 1 記薩
すをで伝で演波市り宿ス念 摩

゜ぉす統すし小か開公ォし
焼

待だの゜ま学ら催演 l て
ち皆音芸す。校もさがケ

、喜
術れ 中四

し様楽 入合雅 下ス国百
てのは旦場唱文］記卜弦周
おおい、は部会。のラ楽年

I ii:1l: :J>"¥!lilJi;. ぃ
裟且：!~ 忍:'.且裟虔 望：：忍裟淡：翠：：料場

... ~•I >iMla....mi@ 料館？さ

日

時

田
直
叫
ぶ

ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

指
宿
ハ
ム
演

開

催

匹i'O鑓著芦

今回は、 1934年アカデミー賞主要 5 部門

（作品／監督／主演男優／主演女優／脚本）

を受賞した恋愛映画の名作『或る夜の出来

事』を上映します。

日時 10 月 24 日（土）午後 7 時～

（上映時間 104 分）

歴史劇場

大人 500 円 ・ 大高校生 400 円

小中学生 300 円

会場

入場料

□ニコ薩摩焼発祥400周年記念ニニコ

いぶすき窯元会作品展
薩
摩
焼
発
祥
四
百
周
年

の
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
「
い
ぶ
す
き
窯
元
会
作

品
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
゜

永
い
歴
史
の
中
で
育
ま

れ
た
伝
統
と
現
代
美
術
の

感
性
が
み
ご
と
に
調
和
し

た
作
品
の
数
々
を
ご
堪
能

下
さ
い
。
入
場
は
無
料
で

す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
゜

そめつけぽたんもんうんすけどっくり

染付牡丹文雲助徳利

（当館蔵）

l
o月
1
7日
（
土
）
S

1
1月
1

日
（
日
）

会
場

2

階
特
別
展
示
室

（
月
曜
日
、
第
4

水
曜
日
は

休
館
で
す
。
）

期
間

ー 34-



文
化
・
芸
術
の
秋
の
到
来
で
す
゜

平
成
1
0年
度
の
市
文
化
祭
•
生
涯

学
習
推
進
大
会
が
次
の
と
お
り
開

催
さ

れ
ま
す
゜

文
化
祭

展
示
発
表
（
市
総
合
体
育
館
）

1
1月
7

日
（
土
）
S
8

日
（
日
）

舞
台
発
表

1
1月
8

日
（
日
）
市
民
会
館

生
涯
学
習
推
進
大
会

1
1月
7

日
（
土
）
1
3時
3
0分
S

市
民
会
館

大
会
テ
ー
マ
「
ま
な
び
で
築
こ

う
南
の
ふ
る
さ
と
」

内
容
民
俗
芸
能
、
意
見
・
体
験

発
表
な
ど

□

記
念
講
演
会
□

家
庭
教
育
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
し
て
全
国
で
活
躍
中

の
内
田
玲
子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
、
子
育
て
、
不

登
校
、
い
じ
め
な
ど
青
少
年
を
取
り
巻
く
様
々
な
問

題
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場
は

無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
お
い
で
く

だ
さ

い
。

いよいよ来月開催！

文化景生璽皐嶋聾直

瓦ば実瞑漬鑓募り
市教育委員会では、「平成 11 年度指宿市成人式」

の実行委員を募集いたします。

0対象

昭和 53 年 4 月 2 日～昭和 54 年 4 月 1 日までに生ま

れた人。（各校区から男女 1 名ずつ、希望者多数の場

合は抽選といたします。）

0申込方法

往復はがきに住所、氏名、電話番号を記入し、「成人

式実行委員希望」と明記の上、お申し込みください。

0締切 10 月 31 日（土）

0申込先及び問合せ先

〒 891-0403 指宿市十二町 2290

時遊館COCCOはしむれ

社会教育課電話 23 -5100,5200 

疇寧
弓

第7回殿様湯跡

島
津
氏
は
、
元
禄
の
頃
に
は

摺
ヶ
浜
、
寛
政
の
頃
に
は
長
ノ
井

に
温
泉
別
館
を
設
け
て
い
ま
し
た

が
、
天
保
二
年
(
-
八
三

一
年
）
ヽ

こ
の
別
館
を
現
在
の
二
月
田
に
移

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
島
津
家

代
々
の
藩
主
の
別
館
と
し
て
使
わ

れ
、
人
々
か
ら
「
殿
様
湯
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
残
っ
て
い
る
の
は
浴
室
部
分
だ

10 月の休館日

5 日（月）

1 2 日（月）

1 9 日（月）

2 6 日（月）

2 8 日（水）

詳しくは当館まで

お尋ね下さい。

け
で
す
が

、

当
時
と
し
て
は
モ
ダ

ン
な
タ
イ
ル
ば
り
の
造
り
は
殿
様

湯
の
風
格
を
偲
ば
せ
ま
す
。

浴
室
の
入
口
に
は
「
足
軽
以
下
、

是
よ
り
内
に
入
る

べ
か
ら
ず
」
と

美
し
い
字
で
彫
刻
さ
れ
た
注
意
書

が
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。
殿
様

湯
跡
は
泉
都
指
宿
の
歴
史
を
物
語

る
貴
重
な
文
化
財
で
す
゜

ー 35-



時遊館 COCCO はしむれ お知らせ版第 28 号 平成 10 年 11 月 1 日発行 指宿市教育委員会社会教育課

川
村
清
雄
が
描
い
た
天
瑾
院
晩
年
の
肖
像
両

※
聴
講
は
無
料
で
す
。
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
゜

講
師
松
尾
千
歳
先
生
（
尚
古

集
成
館
学
芸
係
長
）

天
埠
院
篤
姫
は
、
天
保
六
年

（
一
八
三
五
）
十
二
月
、
今
和
泉

領
主
島
津
忠
剛
の
子
と
し
て
生

れ
、
第
十
三
代
将
軍
徳
川
家
定
の

正
室
（
妻
）
と
な
っ
た
人
物
で
す
゜
日
時

1
1月
2
1日
（
土
）

9
,

／

午
後
3

時
S
4

時
3
0分

第
4

回
の
歴
史
セ
ミ
ナ
ー
は

こ
の
篤
姫
の
生
涯
と
彼
女
を
め

ぐ
る
人
々
が
織
り
な
し
た
歴
史

の
ド
ラ
マ
に
迫
り
ま
す
゜

天
埠
院
篤
姫
の
生
涯
に
迫
る

数
奇
の
運
命
に
翻
弄
さ
れ
た
将
軍
夫
人 お問い合わせ

23-5100 

COCCO鑓麟劉
不朽の名作

「伊豆の踊り子」上映

会場

入場料

~:--:、2』

ビと
店'1~—9 

11 月 28 日（土）午後 7 時～

（上映時間 94 分）

歴史劇場

大人 500 円・大高校生400 円

小中学生 300 円

1
1月
7

日
（
土
）
1
3時
1
0分
s

市
民
会
館

大
会
テ
ー
マ
「
ま
な
び
で
築
こ
う

南
の
ふ
る
さ
と
」

民
俗
芸
能
、
意
見
・
体
験

発
表
な
ど

内
容 生

涯
学
習
推
進
大
会

内
田
玲
子
先
生
（
家
庭
教
育

カ
ウ
ン
セ
ラ

l
)

演
題
「
こ
こ
ろ
の
教
育
は
家
庭
教
育
か
ら
」

:
i
 

展
示
発
表
（
市
総
合
体
育
館
）

1
1月
7

日
（
土
）
S
8

日
（
日
）

舞
台
発
表

1
1月
8

日
（
日
）

講
演

ー 36-



あざみの会絵画展開催
»>' 

I
i

名
／

1
7
 

C
0
c
c
O

は
し
む
れ

2

階
特
別
展
示
室
に
お
き

ま
し
て
、
あ
ざ
み
の
会
の

絵
画
展
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
洋
画
作
品
約

5
0点
が

展
示
さ
れ
ま
す
。
入
場
は

無
料
で
す
。
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
゜

●
期
間

1
1月
1
5日
（
日
）
s

1
1月
2
3日
（
月
）
ま
で

11 月の休館日

2 日（月）

9 日（月）

1 6 日（月）

2 4 日（火）

2 5 日（水）

3 0 日（月）

詳しくは当館まで

お尋ね下さい。

新
成
人
の
皆
さ
ん
ヘ

平
成
1

年
新
成
人
調
査
お
よ
び
成
人
式
で
の

意
見
発
表
の
募
集
に
つ
い
て

市
教
育
委
員
会
で
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
平
成

1
1年
の
新
成
人

対
象
者
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
届
い
て
い
な
い
方
で
も

成
人
式
に
出
席
で
き
ま
す
の
で
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

成
人
式
で
の
新
成
人
に
よ
る
意
見
発
表
の
原
稿
を
左
記
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
゜

0
成
人
式

平
成
1
1年
1

月
5

日
（
火
）

指
宿
市
民
会
館

0
新
成
人
該
当
者

昭
和

5
3年
4

月
2

日
か
ら

翌
年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

0
意
見
発
表
の
テ
ー
マ

①
新
成
人
に
な
っ
て
思
う
こ
と

②
私
の
選
ん
だ
道

③
2
1世
紀
の
指
宿
を
夢
見
て

字
数
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙

3

枚
以
上
4

枚
以
内

0
原
稿
締
切

1
1月

2
4日
（
火
）

0
問
合
せ
、
原
稿
送
り
先

指
宿
市
十
二
町
2
2
9
O

時
遊
館
C
0
c
c
O

は
し
む
れ

社
会
教
育
課成人

式
実
行
委
員
会

電
話
2
3

の
5
2
o
o

ー 37-



時遊館 COCCO はしむれ お知らせ版第 29 号 平成 10 年 12 月 1 日発行 指宿市教育委員会社会教育課

• ———. - .. -― ――．ー·- 一 ―

開聞岳火山灰の下から姿を現した弥次ヶ湯古墳。
墳丘の直径約 18 mで周囲には境界のための溝がめぐ

っている。

定
説
を
覆
す
発
見
ー
―

こ
れ
ま
で
の
考
古
学
の
通
説
で
は
、

川
内
川
よ
り
南
の
薩
摩
半
島
に
は
、
古

墳
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
発
見
で
、
大
和
王
権
の

勢
力
が
南
薩
の
指
宿
に
も
及
ん
で
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

指
宿
に
も

「
大
和
」
勢
力
進
出
か

(11 月 26 日付 、 南日本新聞より）

お問い合わせ

23-5100 

ー 38-



県
民
大
学
書
道
講
座
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
が

下
記
の
内
容
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
半
紙
か
ら
掛

け
軸
ま
で
約
4
0点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

水
墨
画
の
個
展
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
゜

県
民
大
学
書
道
講
座
生
徒
作
品
展

水
墨
画
展
開
催

COCCAばしむれ／こ
券茨ヶ湯祁骰酵貶ーナ―設塵

一般的な円墳の模式図

の成ヽ）

水
墨
画
展

1
2月
1
9日
S
1
2月
2
7日

2

階
特
別
展
示
室

書
道
展

1
2月
1
7日
S
1
2月
2
8日

1

階
ロ
ビ
ー

1
2月
2
5日
ま
で

C
O
C
C
O

は
し
む
れ
に
弥
次
ヶ
湯

古
墳
速
報
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
、
パ
ネ
ル
写
真
や
出

土
品
を
紹
介
し
ま
す
。
是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

弥
次
ヶ
湯
古
墳
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

①
古
墳
の
種
類
円
墳

②
墳
丘
の
直
径
約

1
8
m

③
造
ら
れ
た
時
期

6

世
紀
S
7

世
紀
前
半

全
作
の
内

k
]
が
見
つ
か
:
<

い
ま
す

C

今
俊
の

繍
査
が
柔
L

サ

で
す

e

期
間
、
会
場
等

歴史セミナ—I
今回の歴史セミナーは発掘調査によって得

られた中世指宿の状況に迫ります。

聴講は無料です。皆様のおいでをお待ちし

ております。

日時 12 月 5 日（土）午後 3 時,...._,4 時 30 分

演題「陶磁器から見た指宿」

講師 鎌田洋昭主事（指宿市教育委員会）

1 2 月の休館日

7 日（月）

1 4 日（月）

2 1 日（月）

2 4 日（木）

2 8 日（月）

詳しくは当館まで

お尋ね下さい。

隕暉＿’閾
今回の名画鑑賞会

は、 1956 年アカデ

ミー賞外国映画賞

をはじめ数々の賞を

受賞したイタリア映

画の傑作「道」です。

日 時

会場

入場料

,.,.4ｷ .. 
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LA STRADA ,~ 

12 月 26 日（土）午後 7 時～

（上映時間 107 分）

歴史劇場

大人 500 円・大高校生400 円

小中学生 300 円
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時遊館 COCCO はしむれ お知らせ版第 30号平成 10 年 12 月 25 日発行指宿市教育委員会社会教育課

弥次ヶ湯古墳とその時代
ー南九朴lの古墳を採る一

l
i
 

ょ会期：平成 11 年 1 月 1 日,-...; 1 月 3 1 日まで

会 場：時遊館COCCOはしむれ 2 階特別展示室

入場料：常設展示入場料でご覧いただけます。

夕
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北方系モンゴロイド（渡来系弥生タイプ）

面長で頬骨が

張り出す

薇古ヒダあり

耳たぷの発達が
悪い

南方系モンゴロイド（縄文タイプ）

顔はやや四角形

眉毛はうすい

目は細く
ー重まぶた

鼻は低いが

やや長く狭ぃ

口唇はうすめ

眉毛はこい

目の角は明瞭

耳たぶは大き<
ややたれ下がる

両あごが張る

目は大き＜
二重まぶた

口唇やや厚め

埴原和郎編「日本人新起源論J (角川書店）より 緊社〔

全
望
呼

日
本
に
は
、
数
十
万
年
以
上
前
か
ら
人
間
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
お
よ
そ
一
万
年
前
続
い
た
縄
文
時
代
の
後
に
、
渡
来
人
と
と
も

に
稲
作
技
術
が
伝
来
し
、
弥
生
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
歴
史
背

景
の
も
と
に
私
た
ち
日
本
人
が
い
る
わ
け
で
す
が
、
日
本
人
の
容
姿
に
は
大

き
＜
分
け
て
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
そ
う
で
す
。
さ
て
、
あ
な
た
は
ど
ち
ら

の
タ
イ
プ
で
す
か
？

歴史セミナ— I
今回の歴史セミナーは、考古資料から見た

古代人の祭り・儀式に迫ります。

聴講は無料です。皆様のおいでをお待ちし

ております。

日時 1 月 23 日（土）午後 3 時-4 時 30 分

演題「古代の祭りについて」

講師 渡部徹也主事（指宿市教育委員会）

1 月の休館日

4 日（月）

1 1 日（月）

1 8 日（月）

2 5 日（月）

2 7 日（水）

詳しくは当館まで

お尋ね下さい。

COCCO名疇踪
今回の名画鑑賞会は、 1950 年ベネチア

映画祭グランプリ、 1951 年ベルリン映画

祭グランプリを受賞した社会派裁判ドラ

マの傑作「裁きは終りぬ」です。お見逃し
なく！！一 I' . 

日 時

会場

入場料

1 月 23 日（土）午後 7 時～

（上映時間 100 分）

歴史劇場

大人 500円・大高校生400 円

小中学生 300 円
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時遊館 COCCO はしむれ お知らせ版 第 31 号 平成 11 年 2 月 1 日発行 指宿市教育委員会社会教育課

調査進む弥次ヶ湯古墳
国
内
最
南
端
の

古
墳
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
弥

次
ヶ
湯
古
墳
に
つ

い
て
は
、
墳
丘
の

周
り
を
巡
る
堀

し
ゅ
う
こ

う

（
周
溝
）
の
中
か

ら
、
た
＜
さ
ん
の

土
器
片
が
出
土
い

た
し
ま
し
た
。

土
器
の
種
類
も
、

甕
、
鉢
、
壷
、

高
坪
、
用
と
豊
富

で
、
中
に
は
、
器

の
表
面
を
赤
く

塗
っ
た
高
坪
も
あ
テ
一
出
土
し
た
壷
形
土
器
。
上
半
分
は

り
ま
し
た
。
現
在
土
の
重
さ
で
つ
ぶ
れ
て
い
た
。

' 
•• 

,ｷ. 

歴史セミナ一

古
墳
と
の
関
連
に
つ
い
て
さ
ら
に

調
査
を
進
め
て
お
り
ま
す
゜ お問い合わせ

23-5100 

COCCO咎醒貫会
今回の歴史セミナーは、考古資料から見

た古代の住宅がテーマです。古代の住居住

みごこちゃ住居から見た南九州の生活文化

の特色に迫ります。

聴講は無料です。皆様のおいでをお待ち

しております。

日 時

日時 2 月 13 日（土）午後 3 時"-'4 時 30 分

演題「古代住宅事情について」

講師 中摩浩太郎主事（指宿市教育委員会）

会場

入場料
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時
遊
館
C
0
c
c
O

は
し
む
れ
2

階
特
別
展
示
室
に
お
き
ま
し
て
、
い

で
ゆ
会
の
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
゜

絵
画
・
彫
塑
・
陶
芸
作
品
の
力
作
の

数
々
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
゜

開
催
期
間

2

月
9

日
（
火
）
S

1
4日
（
日
）
ま
で 第24回絵画展開催

沖縄・南薩芸術交流事業開催

沖縄と鹿児島の歴史を掘り起こしてみると民間レベルでは、相互

に深い交流がありました。この歴史に光をあてながら、沖縄県名護

市と南薩地域の芸術交流事業が行なわれます。
ナグヴェーカタ・テイジュンソク

今回は、琉球の五偉人のひとり、「名護親方・程順則」の活躍を音

楽劇というユニ一クな演劇で紹介します。皆様のお越しをお待ちし

ております。●とき 2 月 20 日（土） ．望戸殴DSH!HA
第 1 回公演午後 2 時～

第 2 回公演午後 6 時~ :, ゜・゜ o 尻
●ところ

入場料

指宿市民会館

五百円 .~ 丸
AMAM! 

゜゜ヽ.. 
'I,, ✓: 霞:INAWA

名
護
浦
の
深
さ

S

あ
る
日
の
名
護
親
方S

音
楽
劇

揖宿地区美育協会（保育園の部）

絵画作品展示会のお知らせ
2 月の休館日

1 日（月）

8 日（月）

1 5 日（月）

2 2 日（月）

2 4 日（水）

詳しくは当館まで

お尋ね下さい。

揖宿地区美育協会に加盟している指

宿市内の保育園園児の作品の中から、

金賞と銀賞に選ばれた作品が展示され

ます。子どもたちの素直で楽しい作品

を是非見においでください。

期間 2 月 2 日（火） -14 日（日）

場所 COCCOはしむれ 1 階ロビー
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時遊館 COCCO はしむれ お知らせ版 第 32 号 平成 11 年 3 月 9 日発行 指宿市教育委員会社会教育課

弥次ヶ湯古墳調査終了
コ

招
千
じ
た
土
器
を

苺
ム
古
墳
の
周
り
を
巡
る
溝
か
ら
は
、

八
0
0
点
を
越
え
る
土
器
片
が
出

土
し
、
現
在
復
元
作
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
゜

国
内
最
南
端
の

古
墳
と
し
て
注
目

を
集
め
た
弥
次
ヶ

湯
古
墳
の
調
査
が

2

月
1
5日
に
終
了

し
ま
し
た
。
今
回

の
調
査
で
は
、
残

念
な
が
ら
埋
葬
施

設
は
検
出
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
古

墳
の
上
部
が
一
部
、

す
で
に
削
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ

こ
に
埋
葬
施
設
が

あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
も
み
ら
れ

て
い
ま
す
。

―

コ

お問い合わせ

23-5100 

夢空間ひな人形展
3 月 7 日まで

唸ジ

で・全

ぃ
勺
対

菱

COCCOはしむれ 1 階ロビーに、か

わいらしいひな人形・帖佐人形が飾られ

ています。グループ『人・街・未来、 21 』

の皆さんが手掛けているもので、昨年に

引き続き 2 回目の開催となりました。新

たに 2 組のひな人形が加わって合計 105

点の人形たちが飾られています。来館し

た方々も春を誘う人形たちに思わず足が

とまるようです。ひな人形は 3 月 7 日ま

で展示してあります。是非、お立ち寄り

下さい。

歴史セミナ一

急こ···--=::・cc• ぷ-―
日時 3 月 13 日（土）午後 3 時,.__,4 時 30 分

演題「火山と遺跡」

講師 下山覚主査（指宿市教育委員会）
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I ょうこそフ芳—アレンジメン~界へ I
春
の
花
を
中
心
と
し
た
個
性
豊
か
な
フ
ラ

ワ
ー
ア
ー
ト
の
世
界
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
第
8

回
ア
ト
リ
エ

B
L
o
0
M

生
徒
作
品

展
が
右
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
の

合
同
作
品
の
テ
ー
マ
は
ガ
ー
デ
ン
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
で
す
。
自
然
の
中
で
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
、
皆

様
に
夢
を
の
せ
て
お
届
し
ま
す
。
入
場
は
無
料

で
す
。
是
非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

3 月 1 2 日（金） ,..._,, 3 月 1 4 日（日）

ｷ::::: 窓:-:::
ｷｷ:-//::-... 

アトリ工叫
生徒作品誤

近
年
青
少
年
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
が

各
地
で
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
の

解
決
の
た
め
に
は
、
地
域
社
会
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
学
校
外
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、
右
記
の
研
究
会
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
、
地
域
P
T
A

新
聞
で

の
取
り
組
み
が
す
ば
ら
し
く
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
宮
ヶ
浜
子
ど
も
会
の
実
践
発
表
も
あ
り

ま
す
。
た
＜
さ
ん
の
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
゜

日
時

3

月
6

日
（
土
）
午
後
2

時
s
4

時
3
0分

会
場

C
O
C
C
O

は
し
む
れ
1

階
講
堂

内
容
一
、
宮
ヶ
浜
子
ど
も
会
実
践
発
表

二
、
研
究
協
議
『
子
ど
も
会
活
動
に
お
け
る
現

状
と
課
題
及
び
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
』

平
成
十
年
度

指
宿
市
子
ど
も
会

実
践
研
究
会
開
催

3 月の休館日

l 日（月）

8 日（月）

1 5 日（月）

2 3 日（火）

2 4 日（水）

2 9 日（月）
詳しくは当館までお

―ね下さい

C
O
C
C
O

は
し
む
れ
1

階
ロ
ビ
ー
で
、
指

宿
地
区
川
柳
会
の
作
品
、
3
8点
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
の
数
々
に
ふ
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
゜

0
展
示
期
間

3

月
9

日
（
火
）
ま

で

＾

円゜

ま
り
お

ー
克
お
て

5
0

f

せ
演
と
し
時
料

r
 

印
場

J

の
の
ち

団
ら
楽
記
待

/
 

染
5
心
音
下
ぉ
午

I
A

奏
ぉ
り
叩
直
印
紐

の
シ
日
越
（
民

ラ
。
お
日
市

吹

ク
か
の

7

宿

屯
凍

s

＼
ム
や
す
様
月
指

J

宿
翠
＼
皆
。

3
:

ヵ
。
す
：
ろ

画
か
す
ま
き
こ

指
音

映
い
で
り
と
と

指
宿
地
区
川
柳
会

川
柳
展
示
会
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(15) 博物館実習生受け入れ

時遊館COCCO はしむれでは、開館以来博物館実習生の受け入れを行なっている。これは、博物館法

による学芸員単位取得の必修科目となっており、県内外の大学からの受け入れ要望に応えたものである。

平成 1 0 年度は、 3 名の実習生を受け入れた。実習日程は以下の内容となっている。

A 日程 平成 1 0 年 7 月 2 8 日~ 8 月 7 日：鹿児島女子大学 2 名

B 日程 平成 1 0 年 9 月 2 9 日~ 1 0 月 4 日：鹿児島大学 3 名

実習内容は下表のとおりである。

A 日程

日 時 8:50~10: 10 10: 40~ 12: 00 13:00~14:20 14:50~16:20 

28 日（火）
教育委員会訪問

施設案内 指宿市の文化行政について
時遊館COCCOはしむれ

オリエンテーション の事業運営について

29 日（水） 受付．接客実習 展示解説実習 展示解説実習 展示解説実習

30 日（木） 展示解説実習 ワークシート作成実習 ワークシート作成実習 ワークシート作成実習

31 日（金）
シルバー美術展作品 シルバー美術展作品

資料整理実習 資料整理実習搬入受付実習 搬入受付実習

3 日（月）
考古巡回展展示品 考古巡回展展示品

展示品クリーニング実習 資料整理実習撤収・梱包実習 撤収・梱包実習

4 日（火）
博物館特別展示 博物館特別展示 博物館特別展示 博物館特別展示
企画立案実習 企画立案実習 企画立案実習 企画立案実習

5 日（水） 資料整理実習 古代にチャレンジ 体験学習準備

6 日（木）
古代にチャレンジ 博物館特別展示

博物館特別展示企画立案実習
体験学習準備 企画立案実習

7 日（金）
シルバー美術展作品 シルバー美術展作品

地域博物館の今後の展望
実習のまとめ

展示実習 展示実習 教育委員会訪問

B 日程

日 時 8:50~10: 10 10:40~12:00 13: 00~ 14: 2.0 14:50~16:20 

29 日（火）
教育委員会訪問

施設案内 指宿市の文化行政について
時遊館 COCCOはしむ

オリエンテーション れの事業運営について

30 日（水） 展示室案内 受付．接客実習 展示解説実習 展示解説実習

1 日（木）
博物館特別展示 敷領遺跡発掘調査

地域博物館の今後の展望 教育委員会訪問
企画立案実習 体験実習

2 日（金） 歴史セミナー準備 受付．接客実習 展示解説実習 歴史セミナー補助

3 日（土） ワークシート作成実習 ワークシート作成実習 ワークシート作成実習 実習のまとめ
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• 後援・共催・協賛事業の部

(16) 鹿児島県考古巡回展

平成 1 0 年度歴史のふるさと県民セミナー「発見・感動・よみがえる古代のかごしま」

鹿児島考古巡回展 ー上野原縄文人と古代ハヤトのひどびと一

a. 目的

地域住民を対象にして県内の代表的な遺跡の出土品を公開する巡回展及び、郷土に密着した講演

会を実施することにより、埋蔵文化財愛護思想の普及·啓発を図るとともに、埋蔵文化財への関心

を深めさせる。

b. 主催

鹿児島県立埋蔵文化財センター

c. 共催

指宿市教育委員会・国分市教育委員会・金峰町教育委員会・川内市教育委員会

d. 対象者 一般・県民

e. 入場料無料

f. 「鹿児島考古巡回展」の事業内容

縄文時代早期において、卓越した文化を営んでいた上野原の人々（縄文時代早期）と日本の古代

国家成立過程を考える上で重要な意味を持つハヤトの人々について、考古遺物の比較展示を行うこ

とで南九州の古代に迫る。

開 催 期 間 会 場 入場数

平成 10 年 7 月 4 日（土） 指宿市考古博物館

~ 時遊館 COCCO はしむれ 1, 2 2 0 人

平成 10 年 7 月 3 1 日（金） 2 階特別展示室

\ 

g. 「鹿児島考古巡回展」講演会

開催日時 講演者 会 場 入場数

平成 10 年 7 月 1 9 日（日）

午後 2 時～午後 3 時 3 0 分

埋蔵文化財センター 1 時遊館 COCCO I 44 人

文化財主事冨田逸郎 はしむれ 1 階講堂

へ， げ"'元栽唸ぶ戸考古巡回段

~ 

展示室風景
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(17) 指宿商業高校作品展

指宿市における文化意識の高揚を図るため日常の文化活動の発表の場として指宿市文化祭を実施し、相

互交流をはかった。

a. 日時平成 1 0 年 4 月 1 日（水） ~4 月 1 2 日（日）

b. 場所 時遊館COCCO はしむれ・ 1 階ロビー

C. 出展作品 絵画 2 0 点・点描画 9 点・書道 3 5 点

(18) 薩摩焼発祥 400 周年記念「いぶすき窯元会作品展」

薩摩焼発祥 400 周年を記念し、いぶすき窯元会の作品を中心に、現代薩摩焼の作品展を開催した。

a. 日時平成 1 0 年 1 0 月 7 日（土） ~ 1 1 月 1 日（日）

b. 主催 いぶすき窯元会

c. 出展作品 薩摩焼 4 3 点

d. 場所 時遊館 COCCO はしむれ. 2 階特別展示室

(19) あざみの会発表展示会

指宿市文化協会所属の「あざみの会」の作品発表展示会を行なった。

a. 日時平成 1 0 年 1 1 月 1 5 日（日） ~11 月 2 3 日（日）

b. 主催 あざみの会

c. 出展作品数 洋画 5 2 点

d. 場所 時遊館 COCCO はしむれ. 2 階特別展示室

(20) 水墨画展「大谷喜郎展」

a. 日時平成 1 0 年 1 2 月 1 8 日（木） ~ 1 2 月 2 8 日（月）

b. 主催 大谷喜郎（鹿児島県坊津町在住、鹿児島県美術協会会員、日本選抜美術家協会委員）

C. 出展作品数 水墨画 3 0 点

d. 場所 時遊館 COCCO はしむれ. 2 階特別展示室

(21) 県民大学書道講座生徒作品展

a. 日時平成 1 0 年 1 2 月 1 7 日（木）～平成 1 1 年 1 月 5 日（火）

b. 主催 県民大学書道講座

C. 出展作品数 40 点程

d. 場所 時遊館COCCO はしむれ. 1 階ロビー

(22) いでゆ会発表展示会

指宿市文化協会所属の「いでゆ会」の作品発表展示会を行なった。

a. 日時平成 1 1 年 2 月 9 日（火） ~2 月 1 4 日（日）

b. 主催 いでゆ会

c. 出展作品数 洋画・陶芸作品 5 8 点

d. 出展者数 1 8 名

e. 会場 時遊館COCCO はしむれ. 2 階特別展示室
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(23) 揖宿地区美育協会（保育園の部）絵画作品展

揖宿地区美育協会に加盟している指宿市内の保育園園児の作品の中から、金賞· 銀賞に選ばれた作品を

展示した。

a. 日時平成 1 1 年 2 月 2 日（火） ~2 月 1 4 日（日）

b. 出展作品数 7 2 点

c. 会場 時遊館 COCCO はしむれ・ 1 階ロビー

(24) 指宿地区川柳会川柳展示会

a. 日時平成 1 1 年 2 月 1 6 日（火） ~3 月 9 日（火）

b. 主催 鹿児島番傘会指宿支部

C • 出展作品数 3 8 点

d. 会場 時遊館COCCO はしむれ・ 1 階ロビー

(25) 夢空間ひな人形展

a. 日時平成 1 1 年 2 月 2 1 日（日） ~3 月 9 日（火）

b. 主催 グループ 「人・街・未来 2 1 」

c. 出展作品数 雛人形・帖佐人形など 1 0 5 点

d. 会場 時遊館COCCO はしむれ・ 1 階ロビー

(26) ようこそフラワーアレンジメントの世界ヘー第 8 回アトリエBLOOM生徒作品展

時遊館 COCCO はしむれで開催される 2 回目の展示会。今回のテーマは 「ガーデン・ウェディング」 。

a. 日時平成 1 1 年 3 月 1 2 日（金） ~3 月 1 4 日（日）

b. 主催アトリエBLOOM

c. 出展作品数 合同作品 「ガーデン・ウェディング」

生徒作品 4 0 点

d. 会場 時遊館COCCO はしむれ・ 1 階ロビー

1 階講堂ギャラリー（合同作品）

2 階特別展示室（生徒作品）
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• 発掘調査の部

(27) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡等範囲確認調査

国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡は、大正 1 3 年に指定を受け、平成 8 年に追加指定を受けた。本確認調査

は、国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡の範囲を確認すると同時に、市内の重要遺跡について把握するために、

平成 4 年度から継続的に実施されている発掘調査である 。

a. 遺跡名 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡他

b. 調査期間 平成 1 0 年 7 月～平成 1 0 年 1 1 月

C • 調査面積 1 7 0 面

d. 調査担当者渡部．鎌田

(28) 県営弥次ヶ湯住宅建設に伴う発掘調査

A. 敷領遺跡について

平成 10 年度の敷領遺跡の発掘調査において 874 年の開聞岳噴火で埋没した水田が検出された。敷

領遺跡で検出された水田は、指宿市小田遺跡で発見された棚田、平成 8 年度の同遺跡の調査に次いで

3 例目となる。今回、約 865 面が調査され平安時代の水田について多くの情報が得られた。水田は、

部分的な検出も含め、 10 面の田面を検出した。水田は北西から南東に緩傾斜する旧地形に沿うよう

に形成され、その形状、大きさに厳密な規則性は認められず、三角水田のものや台形状のもの、長方

形のもの、不定型なものと様々であった。また、南北方向に伸びる大畦が検出され、水田区画の基準

線となっている可能性が考えらる。

B. 弥次ヶ湯古墳について

古墳は、 7 世紀第四 4 半期に比定されている開間岳火山灰（通称「青コラ」）の 2 次堆積層直下か

ら調査区西側に全体の約 1/2が検出された。一部調査区外へ逃げていたが、地下レーダー探査の結果、

墳丘の直径約 17.5 mの円墳と判明した。なお、当該地は，公営住宅の建設予定地であったが，発見

された古墳の重要性に鑑み，建設位置の設計変更を行い古墳を現地において埋め戻し保存することと

なった。調査成果については別項を参照されたい。

a. 遺跡名 敷領遺跡· 弥次ヶ湯古墳

b. 調査期間 平成 10 年 7 月 27 日～平成 11 年 2 月 15 日

c. 調査面積 8 6 5 面

d. 調査担当者渡部、下山

く平成 10 年度の成果＞

平成 10 年度は、 3 遺跡が調査対象となり、学術調査 2 件、開発事業に伴う緊急調査 1 件が行なわれた。

上吹越遺跡は、これまで知られていなかった遺跡であり、当該地付近にも弥生時代の遺跡の広がりを想起

させる重要な発見となった。確認調査においては、すでに包含層が削平されていたこともあり、詳細は不明

であったが、弥生時代後期～終末期にかけての祭祀遺跡もしくは墓域であった可能性が考えられている。橋

牟礼川遺跡の範囲確認調査においては、国指定史跡の北側から、平安時代の畠が検出され、遺跡の広がりが

確認された。また、敷領遺跡では、平安時代の水田が面的に確認されるとともに、土地区画の基準線と考え

られる南北に伸びる大畦が検出された。敷領遺跡の調査区内から、思いがけず弥次ヶ湯古墳の発見に至った
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が、この発見は日本列島における古墳分布の限界線を書き換え、これまでの薩摩半島の社会像に再考を迫る

契機となった。今後、南部九州の古代史を研究する上ではもちろん、日本全体における古墳文化の広がりと

その意味を考える上でも、弥次ヶ湯古墳の位置付けを明確にしてい＜必要がある。

上吹越遺跡調査地点

橋牟礼川遺跡（南丹波

地点）平安時代畠検出状況

敷領遺跡

平安時代遺物出土状況
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弥次ヶ湯古墳周溝内遺物出土状況

弥次ヶ湯古墳完掘状況
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• 指定文化財保護管理の部

(29) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡買上事業

a. 目的

平成 7 年度に国指定史跡に追加指定された指定地の北側部分の追加購入を行い、史跡の保存と

活用を期する。

b. 内容

追加指定地 18,636.59 面の内、 1,988.28 面を購入する。文化庁と鹿児島県の補助事業である。

(30) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡住居再建事業

a. 目的

平成 1 0 年 5 月 2 3 日に焼失した国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡の復元古代住居の再建を行

い、史跡を現状に復するとともに、史跡の更なる活用を期する。

b. 内容

焼失した 1 号. 2 号住居の再建。

c. 工期

平成 1 1 年 2 月 5 日 ~3 月 3 0 日

d. 再建費用

11,396,000 円

住居再建前全景 住居再建後全景

1 号住居再建前 1 号住居再建後
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2 号住居再建前 2 号住居再建後

(31) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡体験広場設置工事

a. 設置の目的

国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡は、平成 5 · 6·7 年度において、史跡等活用特別事業により史跡整

備を完了し、現在年間 3 万人程度の来訪者を迎えているところである。指宿市では、史跡の活用を促

進する目的で体験学習行事を行い、土製勾玉づくりや古代住居での宿泊体験等を実施してきている。

この中で、市民や来訪者等から土器づくりなどの体験学習の恒常的な実施を望む声が多く出されて

いた。これに対し、指宿市では、外部からの多くの要望に答えることと、同時に史跡の更なる活用を

促進することを目的とする。

b. 施設の内容及び設置方法

（施設内容）

• 土器づくり体験を行うための焼成窯 5 基の設置

構造：耐火煉瓦・耐火モルタル製

• 土器づくりの歴史を学ふための簡易的な説明施設の設置

構造：コンクリート造展示台に解説板設置

コンクリート造展示台に土器焼成遺構を設置

（設置方法）

地下の遺物・遺構に対して影響のないよう 、 できるだけ掘削の伴わない工法を採るとともに、掘削

の必要がある際は史跡整備時の造成土中に止める 。 また、原状回復が必要な場合は、これが可能な

工法とする。

c. 工期

平成 1 1 年 2 月 1 2 日 ~3 月 2 5 日

体験広場全景（北東から） 体験広場全景（北から）
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• 刊行物の部

(32) 緊急企画展示『弥次ヶ湯古墳とその時代』展示図録

a. 目的 企画展開催の主旨、展示意図．出品資料の解説を行うことで、来館者に弥次ヶ湯古

墳」が有する価値と、鹿児島県の古墳時代に関する理解を促す。

b. 内容 弥次ヶ湯古墳の発掘調査速報・火山災害遺跡としての価値・出土遺物の紹介・弥

次ヶ湯古墳の築造法· 弥次ヶ湯古墳の背景（南部九州の墓制）．弥次ヶ湯古墳の価値

(33) 県営弥次ヶ湯住宅建設に伴う発掘調査報告書

a. 目的 平成 1 0 年度に実施した、県営弥次ヶ湯団地建て替え事業に伴う敷領遺跡及び弥次

ヶ湯古墳発掘調査の報告書を刊行、遺跡の記録保存を行う。

b. 内容 弥次ヶ湯古墳の調査報告及び敷領遺跡における古墳時代～平安時代の遺構・遺物の

報告。

(34) 重要遺跡範囲確認調査発掘調査報告書

a. 目的 平成 5 年度から継続実施している橋牟礼川遺跡周辺の遺跡範囲確認調査の内、平成

1 0 年度に行った南丹波地点の発掘調査の報告書を刊行、遺跡の記録保存を行う。

b. 内容 古墳時代～平安時代の遺構・遺物の報告。

平成10年度時遊館Coccoはしむれ第 5 回企画展展示解説図録

緊急企画展示

開催期間 平成11 年 1 月 l 日～平成II年 1 月 31 日
開催地指宿市考古博物館時遊館CoCCo はしむれ
主 催指宿市教育委員会
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指宿市考古博物館 時遊館COCCOはしむれ

平成 1 0 年度の入館者推移表

年間の入場者数は下表のとおりである。

入館者（人） 累計入館者 開館日数 平均入館者 有料入館者

4 月 2,424 2,424 25 97 2,103 

5 月 5,666 8,090 26 218 5,122 

6 月 1,333 9,423 24 56 1,087 

7 月 2,610 12,033 28 93 2,385 

8 月 3,699 15,732 25 148 3,306 

9 月 2,130 17,862 24 89 1,987 

1 0 月 3,039 20,901 26 117 2,881 

1 1 月 2,866 23,767 25 115 2,726 

1 2 月 1,266 25,033 25 51 1,176 

1 月 1,439 26,472 26 55 1,345 

2 月 1,183 27,655 23 51 1, 131 

3 月 2,046 29,701 25 82 1,838 

合計 29,701 29,701 302 98 27,087 

無料入館者

321 

544 

246 

225 

393 

143 

158 

140 

90 

94 

52 

208 

2,614 

指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼の設置及び管理に関する条例

（設置）

第 1 条 国指定史跡橋牟礼川遺物包含地を中心とし、指宿の歴史及ぴ文化に対する理解を深めるとともに、 市民の教育、学術及ぴ
文化の発展に寄与するため、指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼（以下「時遊館COCCO橋牟礼」という。）を
設置する。

（位置）

第 2 条 時遊館COCCO橋牟礼の位置は、指宿市十二町 2 2 9 0 番地とする。
（所管）

第 3 条 時遊館COCCO橋牟礼は、指宿市教育委員会の所管とする。
（事業）

第 4 条 時遊館COCCO橋牟礼は、次に掲げる事業を行うものとする。

（職員）

(1) 考古、民俗、歴史、美術工芸品及ぴその他の資料（以下「博物館資料」という。）を収集し、整理保管し、及び展示
すること。

(2) 博物館資料並ぴに地域に存する文化財及ぴ史跡等に関する専門的な調査研究を行うこと。
(3) 博物館資料の修復、保存及ぴ一般公開のための技術的研究に関すること。
(4) 展覧会、講演会、研究会、講座等を主催すること。

(5) 時遊館COCCO橋牟礼及ぴ博物館資料に関する案内書、解説書、図録、紀要、調査報告書等の作成及ぴ頒布に関す
ること。

(6) 時遊館COCCO橋牟礼の施設及ぴ設備の使用に関すること。

(7) その他、時遊館COCCO橋牟礼に必要な事業に関すること。

第 5 条 時遊館COCCO橋牟礼に、館長その他必要な職員を置く。
（観覧料）

第 6 条 観黄者は、別表第 1 に定める観覧料を入館前に納入しなければならない。ただし、教育委員会が特別な理由があると認めた
ときは、これを後納することができる。

2 時遊館COCCO橋牟礼が、企画する特別展示の資料等を観廃しようとする者は、教育委員会が別に定める額の観覧料を納
めなければならない。
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（使用の許可等）

第 7 条 時遊館COCCO橋牟礼の特別展示室、講堂等の施設及びこれらに付属する設備等（以下 「施設等」 という。）を使用しよ

うとする者は、あらかじめ教育委員会の許可を受けなければならない。使用の 許可を受けた者（以下「使用者」という。）

が、許可を受けた事項を変更しようとするときも同様とする。

2 使用者は、施設等の使用を中止し、又は終了したときは、直ちにその旨を教育委員会に届け出なければならない。

（観覧及び使用許可の条件等）

第 8 条 教育委員会は、次の各号のーに該当するときは、観覧及ぴ施設等の使用を許可しないものとする。

(1) 公序良俗を乱すおそれがあると認めるとき。

(2) 時遊館COCCO橋牟礼の収蔵資料（以下「収蔵資料等」という。）又は施設等を損傷するおそれがあると認められ

るとき。

(3) 時遊館COCCO橋牟礼の管理運営上支障があると認めるとき。

(4) その団体の構成員が集団的に、又は常習的に暴力的不法行為等を行うことを助長するおそれのある団体の利益にな

ると認められるとき。

(5) その他、教育委員会が観覧及び使用を不適当と認めるとき。

2 教育委員会は、前条の許可に時遊館COCCO橋牟礼の管理運営上必要な条件を付することができる。

（観覧及び使用許可の取消し等）

第 9 条 教育委員会は、次の各号のーに該当するときは、観廃及ぴ施設等の使用を停止し、又は許可を取り消すことができる。

(1) 観覧者又は使用者が、この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。

(2) 使用者が使用許可の条件に違反したとき。

(3) 使用者が偽りその他不正な手段により使用許可を受けたとき。

(4) 公益上特にその必要があるとき。

(5) 前各号に掲げる場合のほか、時遊館COCCO橋牟礼の管理運営上特に必要を認めたとき。

2 前項の規定により、教育委員会が使用許可を取り消した場合において、使用者に損害が生じても、市はその賠償の責めを

負わないものとする。ただし、前項第 4 号又は第 5 号に該当したことにより、これら の処分がなされた場合はこの限りで

ない。

（施設使用料）

第 10 条 使用者は、別表第 2 に定める施設使用料を前納しなければならない。ただし、教育委員会が特別な理由があると認めたと

きは、これを後納することができる。

2 既納の施設使用料は、返還しない。ただし、次の各号の一に該当するときは、その全部又は一部を返還するものとする。

(1) 災害その他使用者の責めに帰することができない理由により施設等の使用が不能となったとき。

(2) 公益上又は時遊館COCCO橋牟礼の管理上の必要により使用許可を取り消したとき。

(3) 使用者が使用開始前に使用許可の取消しを申し出て、教育委員会がこれを認めたとき。

(4) 前 3 号に掲げる場合のほか、教育委員会が特別な理由があると認めたとき。

（観覧料等の減免）

第 11 条 教育委員会は、公益上の理由その他特別な理由があると認めるときは、第 6 条に規定する観覧料又は前条に規定する施設

使用料を減額し、又は免除することができる。

（損害賠償）

第 12 条 収蔵資料等又は施設等を故意又は重大な過失により損傷若しくは滅失した者は、その損害を賠償しなければならない。

（委任）

第 13 条 この条例の施行に関して必要な事項は、教育委員会規則で定める。

附則

（施行期日）

この条例は、平成 8 年 4 月 1 日から施行する。

指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼の設置及び管理に関する条例施行規則

（趣旨）

第 1 条 この規則は、指宿市考古博物館時遊館 COCCO橋牟礼の設置及ぴ管理に 関する条例（平成 7 年指宿市条例第 33 号。以

下「条例」という。）第 13 条の規定に基づき、指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼（以下「時遊館COCCO橋牟礼」

という。）の管理、運営等に関し必要な事項を定めるものとする。

（休館日）

第 2 条 時遊館 COCCO橋牟礼の休館日は、次の各号に掲げるとおりとする。

(1) 月曜日（その日が、国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休日に当たるときは、その翌日

以後の最初の同法に規定する休日でない日）とする。ただし、 1 月 1 日から 1 月 3 日までの日が月曜日に当たる場合

は、この限りでない。

(2) 館内整理日（毎月第 4 水曜日）

2 教育委員会は、時遊館COCCO橋牟礼の管理運営上必要があると認めるときは、前項の規定にかかわらず、休館日を変

更し、又は臨時に休館日を設けることができる。
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（開館時間）

第 3 条 時遊館 COCCO橋牟礼の開館時間は、午前 9 時から午後 5 時までとする。ただし、入館時間は、 午後 4 時 30 分までと

する。

2 条例第 7 条による使用の許可を受けた場合の開館時間は、前項の規定にかかわらず午後 10 時までとすることができる。

3 教育委員会は、時遊館COCCO橋牟礼の管理運営上必要があると認めるときは、前項の開館時間又は入館時間を臨時に

変更することができる。

（観廃券の交付）

第 4 条 教育委員会は、条例第 6 条に規定する観廃料を納入した者に、別に定める観覧券を交付する。

（使用許可の申請）

第 5 条 条例第 7 条の使用の許可を受けようとする者は、教育委員会に施設等使用許可（変更）申請書（別記第 1 号様式）を提出

しなければならない。

2 教育委員会は、前項の申請書を受理したときは、申請書の記載事項及ぴ条例第 7 条に規定する事項について審査し、適当

と認めたときは施設等使用許可（変更）証（別記第 2 号様式）を交付するものとする。

（使用許可の中止）

第 6 条 施設等の使用許可を受けた者（以下「使用者」という。）が、使用の中止をしようとするときは、 施設等使用許可中止届

（別記第 3 号様式）を教育委員会に提出しなければならない。 — 

（入館者が守るべき事項）

第 7 条 時遊館COCCO橋牟礼に入館した者は、次の各号に掲げる事項を守らなければならない。

(1) 施設、設備又は博物館資料をき損しないこと。

(2) 所定の場所以外で飲食、喫煙、火気使用等の行為をしないこと。

(3) 許可なく、博物館資料の移動、模写又は撮影をしないこと。

(4) 許可なく、物品の販売、募金、宣伝その他これらに類する行為をしないこと。

(5) その他係員の指示に従うこと。

（施設使用料の返還）

第 8 条 条例第 10 条第 2 項ただし書きの規定による既納の施設使用料の返還は、次の各号に掲げる場合ごとに当該各号に定める額

について行う。

(1) 災害その他使用者の責めに帰することができない理由により、使用許可を取り消したとき。

未使用期間に相当する額

(2) 公益上又は時遊館COCCO橋牟礼の管理上の理由により、使用許可を取り消したとき。

未使用期間に相当する額

(3) 使用者が使用開始前に使用許可の取消しを申し出て、教育委員会がこれを認めたとき。

既納の施設使用料の 5 割相当額

(4) 前 3 号に掲げる場合のほか、教育委員会が特別な理由があると認めたとき。

既納の施設使用料の 5 割以内で教育委員会が個別に定める額

2 条例第 10 条第 2 項ただし書きの規定により既納の施設使用料の返還を受けようとする者は、施設使用料返還申請書（別記

第 4 号様式）を教育委員会に提出しなければならない。

（観覧料、施設使用料の減免）

第 9 条 条例第 11 条の規定により観覧料を減額又は免除する場合の対象となる者は、次の各号に定めるものとする。

(1) 教育課程に基づく学習活動として入館する市内の小学校、中学校又は養護学校の児童及び生徒並びに引率者観覧料の

全額

(2) その他教育委員会が適当と認めた者観覧料の 5 割以内

2 条例第 11 条の規定により施設使用料を減額又は免除する場合の基準は、次の各号に定めるとおりとする。

(1) 市が主催する行事のため使用するとき。

施設使用料の全額

(2) その他必要があると認めたとき。

施設使用料の 5 割以内

3 条例第 11 条の規定により観覧料及ぴ施設使用料の減額又は免除を受けようとする者は、観覧料・施設使用料減免申請書（別

記第 5 号様式）を教育委員会に提出しなければならない。

（博物館資料の寄贈又は寄託）

第 10 条 時遊館COCCO橋牟礼は、博物館資料の寄贈又は寄託を受けることができる。

2 博物館資料を寄贈しようとする者で、教育委員会が承認したものについては博物館寄贈資料申出書（別記第 6 号様式）を

教育委員会に提出し、教育委員会は、博物館資料を寄贈した者に対して博物館寄贈資料受領証（別記第 7 号様式）を交付す

るものとする。

3 博物館資料を寄託しようとする者で、教育委員会が承認したものについては博物館寄託資料申出書（別記第 8 号様式）を

教育委員会に提出し、教育委員会は、博物館資料を寄託した者に対して期間を定めた博物館寄託資料受託証（別記第 9 号様

式）を交付するものとする。

4 博物館寄託資料の返還を請求しようとする者は、博物館寄託資料返還請求書（別記第 10 号様式）を教育委員会に提出しな

ければならない。

5 寄託された資料の管理は、時遊館 COCCO橋牟礼所蔵の資料の管理に準ずるものとする。

6 教育委員会は、寄託された博物館資料が天災その他の不可抗力による損害に対し、その賠償の責を負わないものとする。

一 59-



（経費の負担）

第 11 条 寄贈又は寄託に要する経費は、寄贈者又は寄託者の負担とする。ただし、教育委員会が必要と認めた場合は、この限りで

ない。

（博物館資料の館外貸出し）

第 12 条 時遊館COCCO橋牟礼が収集し、保管し、又は展示する資料（以下「博物館資料」という。）の館外貸出しは行わない

ただし、学術上の調査研究又は教育の普及の目的のために使用されるものであり、かつ、博物館資料の取扱い上の安全

性が確認されるものであるといえる場合は、館外貸出しを行うことがある。

2 前条ただし書の規定による博物館資料の館外貸出しを受けようとする者は、教育委員会に博物館資料貸出し許可申請書

（別記第 11 号様式）を提出し、その許可を受けなければならない。この場合において、館外貸出しの申請による博物館資

料が寄託された資料であるときは、博物館資料貸出許可申請書に、当該資 料寄託者の承諾書を添付しなければならな

し＼。

3 教育委員会は、前項の規定により博物館資料の館外貸出しの許可をしたときは、当該許可の申請をした者に、博物館資

料貸出許可書（別記第 1 2 号様式）を交付する。

（貸出期間）

第 13 条 博物館資料の館外貸出期間は、 30 日以内とする。ただし、教育委員会が特に必要と認めたときは、貸出期間を延長する

ことができる。

（博物館資料の特別利用）

第 14条 学術上の調査研究のため、博物館資料を特別に利用しようとする者は、博物館資料特別利用申請書（別記第 13 号様式）を

教育委員会に提出し、その許可を受けなければならない。この場合において、当該申請にかかる博物館資料が寄託された

資料であるときは、第 12 条第 2 項後段の規定を準用する。

2 教育委員会は、前項の規定をしたときは、博物館資料特別利用許可書（別記第 14 号様式）を交付する。

（施設、設備等のき損届）

第 15 条 使用者は、時遊館 COCCO橋牟礼の施設若しくは設備又は博物館資料を損傷し、又は滅失したときは、直ちにその旨

を教育委員会に届け出て、その指示に従わなければならない。

（職員の立入り）

第 16 条 教育委員会は、時遊館COCCO橋牟礼の管理上必要があると認めるときは、使用許可を受けた者が現に使用している施

設に職員を立ち入らせ、必要な指示をさせることがある。

（雑則）

第 17 条 この規則に定めるもののほか、時遊館COCCO橋牟礼の管理及び運営に関し必要な事項は、教育委員会が別に定める。

附則

この規則は、平成 8 年 4 月 1 日から施行する。

※ 指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼の設置及び管理に関する条例および指宿市考古博物館時遊館

COCCO橋牟礼の設置及び管理に関する条例施行規則に伴う緒様式については紙数の関係で割愛いた

します。
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弥次ヶ湯古墳の発見とその意義

指宿市教育委員会時遊館COCCO はしむれ

下山覚，中摩浩太郎，渡部徹也，鎌田洋昭

1. 調査の概要

弥次ヶ湯古墳は，指宿市十二町小字赤塚に所在する．古墳は山裾から海岸に向けて緩傾斜する海抜 6m前

後の火山性扇状地末端部に立地している．公営住宅の建替え事業に伴い 1998年 7 月末から建物建設部分約

860 面について発掘調査を実施したところ， 7 世紀第四 4 半期に比定されている開聞岳火山灰（通称「青コ

ラ」）の 2 次堆積層の下から墳丘の約 1/2 が検出された．調査区外の部分について，地下レーダー探査を実

施した結果，円墳と判明した．当該地は，公営住宅の建設予定地であったが，発見された古墳の重要性に鑑

み，建設位置の設計変更を行い古墳を現地において埋め戻し保存することとなった．

2 . 弥次ヶ湯古墳の概要

平成 10 年 11 月の報道関係機関への発表の際は，火山灰を除去し，周溝の埋土も被った状況であったため

墳丘の直径を約 18m と推定していた．しかし，その後，周溝を完全に検出し，墳丘の下半部を覆っていた

埋土を除去すると正確には復元した墳丘の直径が 17.5 mの円墳であることが判明した．古墳の大部分は青

コラに覆われていたが，青コラに被覆されなかった墳丘の上部の一部は既に削平を受けていた．残存する墳

丘の高さは最大で約 1.3 m を計る．周溝は，幅 2m前後，深さ約 40~60cm で，その埋土からは，「成川式土

器」と総称される土器様式の中でも，辻堂原式土器の範疇に該当すると思われる一群が多く見られ，破片資

料の状態ではあるが約 800 点出土している．器種構成を見ると，甕，鉢，壷，高坪，土甘，ミニチュア土器な

どが出土している．詳細については，時期の検討も含め現在整理・分析中である．

主体部については検出し得なかったが，既に削平を受けた部分にあった可能性も考えられる．

3 . 弥次ヶ湯古墳の意義

鹿児島県の大隅半島は，高塚古墳分布の南限として知られているが，薩摩半島にはこれまで高塚古墳が見

つかっていなかったことから，一般には「高塚古墳空白の地域」として認識されてきた．この高塚古墳の不

在や，成川遺跡や松之尾遺跡，南摺ヶ浜遺跡などの土塙墓群の発掘調査例などから，古墳時代の薩摩半島南

部は土塙募分布園として認識され，高塚古墳分布圏とは異なった階級未分化な社会像がイメージされること

もあった．しかし，今回の発見で，古墳時代のある時期には，墓制も含めた古墳文化を受容していたことが判明し，

薩摩半島の社会集団においても階層が成立していたことが想定されるようになった．これまで，橋牟礼川遺跡等で発

見されている子持勾玉や初期須恵器，青銅製品などの威信財・祭祀遺物も階層の成立を裏付ける資料と捉える事もで

きよう．弥次ヶ湯古墳の発見は，日本列島における古墳分布の限界線を書き換え，これまでの薩摩半島の社

会像の再考を迫る契機となるものと思われる．また，今回の調査で古墳の形態や築造方法を知る上で詳細な

情報を得ることが出来た．まず最初に地表面を段状に整地し，周溝を荒＜掘りこむ．このときの廃土を墳丘

外周にドーナッツ状に盛り上げたものと推定される．次いで，溝を掘った時の廃土と整地段階の廃土を交互

に版築しながら墳丘を盛り，最後に，周溝に整形土を入れこむとともに，外側にブロック状に土を小積んで

墳丘の形を整えながら仕上げている．弥次ヶ湯古墳の下半部は，開聞岳火山灰でパックされており，良好な

状態で墳丘が残存していた．当該地周辺には，まだ他にも，古墳が埋没している可能性があるため，今後継

続的な調査が必要である．周辺遺跡との関連を十分に考慮しながら，弥次ヶ湯古墳の位置付けを明確にして

い＜ことが今後の大きな課題であり，急務であろう．
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弥次ヶ湯古墳を巡る報道記事の紹介

指宿市教育委員会では、敷領遺跡地内の発掘調査により発見された弥次ヶ湯古墳の調査成果を、平成 1 0 

年 1 1 月 2 5 日に報道関係者に対して公表した。本欄においては、各新聞に掲載された記事を紹介する。
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と
言
わ
屯
登
」
一

地
城
で
見
つ
か
っ
た
こ
と
は
、

"
5
闘
籍
→
＿

と
n
メ
ン
ト

。
宮
綺
大
学
の
枷

沢
一
男
教
授
（
考
古
学
）
な
さ

J

の
古
心
を
無
視し
て
田
九
州
の
一

古
代
史
を
胆
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
記
念
碑
的
な
発
兄
と
と
詰

扇
は
七
誤
嚢
半
の
冊
·

-
＝l埓

習
の
虚
は
残
っ
届
っ
て
埋
塁
設
の
堕
査
を
翌
荘
会
が
笞
兵
て
い
た
の
八
日
か
ら
同
市
の
時
器
8

し
て
い
るC



醤
火
の
火
山
灰
恩
の
下
に
半
て
い
な
か
っ
た
。
円

m
の
固
り
行
2

士
疋
゜
で
は
な
い
か

J
と
し
て
い
る
。
C
C
O
は
し
む
む3
速
穀
展
、

円
状
で
見
つ
か
り
、
土
を
盛
っ
に
は
郎
約
二
ば
、
深
さ

0
•
四
こ
れ
ま
で
県
内
の
古
m
の
南
古

g
は
弥
次
ケ
租
団
地
の
迩
二
十
八
、
二
十
九
日
に
は
硯
地

て
霊
し
た
嚢
目
の
中
の
脳
の
洞
が
棚
ら
れ
て
い
る
。
火
限
は
、
大
皿
半
島
が

l
l
f
m
川
流
苗
え
に
伴
い
、
今
年
七
月
か
ら
説
明
会
を
叩
s
J
と
に
し
て
い

円
四
咀
空
＇
八
ば
、
高
さ
一
山
灰
庖
に
埋
没
し
た
古

m
が
確
域
で
、
師
瞑
半
扁
は
川
内
J
I
I
流
発
掘
囮
査
を
行
っ
て
い
た
。
同
る
。

認
さ
れ
た
の
域
だ
っ
た
。
南
競
は
古
旧
が
見
市
教
委
は
古
旧
を
保
存
。
二
十
臨
児
血
大
学
の
上
村
俊
雄
孜

は
、
西
日
本
で
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
地
城

初
め
て
と
い
で
、
成J
l
I
追
跡
の
土
屈
（
ど
こ

う
。
石
棺
、
刷
う
）
茄
群
の
発
掘
潤
査
例
な
ど

葬
品
な
ど
は
見
か
ら
、
階
級
が
未
分
化
の
集
団

つ
か
っ
て
い
な
社
会
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
だ

い
が
、
同
市
教
が
、
こ
の
古mの
発
兒
で
同
市

委
は
近
く
地
下
教
委
は
「
ハ
ヤ
ト
の
時
代
に
苗

探
査
レー
ダ
ー
畏
ク
ラ
ス
の
人
物
が
存
在
し
、

欝
皐
二
町
で
見
つ
か
っ
月
と
あ
っ
て
約
嬰
白
人
の
考
が
い
た
醤
で
巨
腐
っ
言

。

ど
ん
な
苗
長
だ
っ
た
の
だ

た
日
本
厄
四
端
の
弥
次
ケ
瘍
古
古
フ
ァ
ン
ら
が
肪
れ
た
。
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
従
来
の
通
る
つ
か
」
と
古
代
の
ロ
マ
ン
に

＿問
二
十
八
日
、
罷
璽
麿
毘
履
蒻
つ
説
を
匹
す
古
阻
胄
喜
思
い
か

め
ぐ
ら
芝
い
た
。
こ

駕
っ
た
。
大
和
政
団
と
の
閲
か
り
、
裔
杞
か
ら
七
世
紀
に
る。
一

の
ほ
か
、
同
市
教
委
の
渡
辺

．
＿

保
ゃ
階
社
会
が
存
在
し
て
い
か
け
て
築
迎
さ
れ
た
と
み
ら
れ
こ
の
日
、
午
前
九
時
の
公
閲
出
さ
ん
の
説
明
に
耳
を
阻
け
た

i-
•一
た
こ
名
ど
を
示
す
‘
m鹿
ゑ
円
項
。
多
く
の
臣
と
同
様
に
合
わ
茫
同
市
災
か
ら
大

iり
｀
写
円
に
収
め
る
熱
心
な
考

に
土
を
盛
っ
て
固
め
た
版
築
栂
勢
の
児
学
者
が
訪
れ
た
。
古
只
古
フ
ァ
ン
も
い
た
。

造
の
形
跡
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
近
S
に
庄
む
西
田
秋
雄
さ
ん
は
同
巾
枚
委
で
は
、
ま
だ
埋
葬

昭
級
未
分
化
の
社
会
と
考
え
ら
「
指
宿
に
も
古
塙
が
あ
っ
た
と
施
改
や
刷
葬
品
が
児
つ
か
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
近
＄
地
下

探
査
レ
ー
ダ
ー
で
叫
ぺ
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

坦
地
説
明
会
は
二
十
九
日
も

午
前
九
時
か
ら
午
後
＝

l一
時
ま
で

閲
か
れ
る
。

6
|
7

棋
紀
の
築
造
宿

ハ
ヤ
ト
の
時
代
に
階
層
社
会
指

市

幸
次
ヶ
戸
考
古
フ
ァ
ン
詰
め
掛
け
る

鹿児島新報
98年11 月 26日付

指 宿 市

鹿児島新報
98年11 月 29日付

—66-



南日本新聞
98年11 月 26日付
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分
布
の
通
説
覆
す

指
宿
市
士
一
町
で
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
造
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る

P
l
t
l
l

が
兄
つ
か
っ
た
と
二
十
五
日
、
指
宿
市
教
育
委
貝
会
が
発
表
し
た
。
国

内
殴
南
端
の
古
墳
と
な
る
。

円
項
は
大
和
王
柚
の
室
卸
で
、
こ
れ
ま
で
南
薩
で
は
兄
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
同
市
教
委
は
「
こ
れ
ま
で
の
古
項
分
布
の
通
説

を
匹
す
発
兄
で
、
大
和
王
袖
と
甲
人
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
う
え
で
き
わ
め
て
諏
要
」
と
し
て
い
る
。

(
2
4
面
に
関
連
記
事
）

こ
の
古
m
は
弥
次
ケ
渇
（
や
溝
が
掘
ら
れ
て
い
る
。

じ
が
ゆ
）
古
項
と
名
づ
け
ら
れ
、
被
葬
者
を
納
め
た
石
棺
や
副

一
初

全
体
の
束
側
半
分
が
兄
つ
か
っ
葬
品
な
ど
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て

た
。
円
形
に
土
を
盛
り
上
げ
て
い
な
い
。
同
市
教
委
は
近
曰
中

造
っ
た
高
塚
古
墳
で
、
四
径
十
に
地
下
探
査
レ
ー
ダ
ー
な
ど
で

．

責
．
八
妍
、
高
さi
·
-＝
-
認
．
墳
丘
埋
葬
部
分
の
有
無
を
即
べ
る
。

｀

の
上
部
は
削
り
取
ら
れ
て
お
鹿
児
品
県
内
に
は
地
中
に
穴

＊

疫
正
確
な
高
さ
は
は
っ
き
り
を
掘
っ
た
独
特
の
数
菰
類
の
笙

古

ー

・

3

渇
し
な
い
。
ま
た
、
円
墳
の
周
り
制
が
あ

5

高
塚
古
墳
は
笞
於

｀

ヽ

T

に
は
綿
二
切
、
深
さ
四
古
の
郡
大
崎
町
の
横
誓
項
や
川
内

二
〗
[
”

』
＼こ

ヵ

竺．
芯□
｀
〗
間

る

｀
，

」
暉
児
謁
大
学
の
上
烈
醤
教

＼ヽ
碑
＼

招J

,1

ー
授
（
考
古
学
）
は
「
こ
れ
ま
で
＿

\ 

5
I巴
大
和
」
勢
力
浸
透
か弥次ケ湯

lYu

• 

古
墳
発
掘
現
場
で
説
明
を
聞
く
見
学
者

古
m
が
兒
つ
か
っ
て
い
な
い
地

域
だ
け
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク

だ
。
南
部
几
州
の
古
項
文
化
を

9
合
さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
日
向
地
方
か
ら
大
隅
半
島

＿
へ
と
南
下
し
て
き
た
大
和
王
椛

の
勢
力
が
、
鹿
児
島
商
を
渡
っ

て
匹
へ
辿
ん
で
き
た
の
で
は
な

い
か
」
と
話
し
て
い
る
。

市敦委

底
児
島
県
指
宿
市
十
二
町
で
見
つ
か
っ
た
弥
次
ケ
9
N古
I
R

（
曾
善

-
H
見
に
4
0
0
人

指
宿
弥
次
ケ
湯
古
墳
を
公
開

J

日
本
殴
南
の
古m
と
発
表
さ
三
切
の
P
l
m。
団
地
造
成
に
伴
同
古
培
は
レ
ー
ダ
ー
探
査
な

れ
た
、
詣
宿
市
十
二
町
の
弥
次
う
発
掘
調
査
中
に
、
開
間
岳
の
ど
の
調
査
を
し
た
後
、
埋
め
戻

ケ
讐
盟

l十
八B
、
一
般
火
山
裔
の
下
か
ら
発
兒
さ
れ
し
て
保
存
さ
れ
る
。

公
開
さ
れ
た
。
川
内
川
流
域
以
た
。

同
市
教
委
は
、
遺
跡
の
説
―

/n,i
 

{ 

南
の
蔀
靡
醤
で
は
初
め
てF
lル
明
板
を
叩
仰
し
、
職
貝
を
配
既

t
 

つ
か
っ
た
盟
薩
跡
。
同
市
し
て
現
醤
明
会
庸
い
た

c

,
Iふ
[4
,
 

＾

教
育
委
貝
会
に
よ
る
と
、
約
四
廊
児
島
市
か
ら
友
人
ら
四
人．

泣
’-

百
人
が
見
学
に
肪
れ
た
。

二
十
と
兒
学
に
き
た
出
水
徹
男
さ
ん

九
日
も
午
前
九
時
か
ら
午
後

l二
（
六
八
）
は
「
上
野
原
な
ど
に
行
っ

-」
か
｀
時
ま
で
公
開
さ
れ
る
。
た
が
、
こ
こ
も
ぜ
ひ
兄
て
み
竺

`
[

同
古
項
の
発
兄
は
、
こ
れ
ま
か
っ
た
。
中
か
ら
な
に
か
発
兄

i

で
の
古
坦
分
布
の
通
説
を
阻
す
さ
れ
る
の
を
期
待
し
て
い
ま

i

も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
瞑
径
す
」
と
話
し
た
。

．

十
八
店
、
残
存
す
る
高
さ
一
・

6
1
7世
紀
大
和
王
権
か
浸
透

魯
蓼
ラ
ス
の
円
麿
み
ら
け
、
邸
さ
約
一
・
且
。
＾
採
で
卯
没
し
た
ャ
届
が
確
認
さ
れ．＼
，
｀

一
宮
日
憬
｀
I
Iぷ
島
J
k
m
l

一
れ
「
命
偏
岱JJが
轟
、
の
約
半
分
し
か
発0
1
1
さ
れ
て
お
た
の
醤
日
本
で
は
初
め
て
と
じ
＇

，
面
ぶ
犀
人
の
抵
抗
が
強
い
と
み
ら
れ
ら
ず
、
曲
の
一
部
が
削
り
取
い
う
。
―

/
尺5崖
咋
彗
鰭
且

5闘
鰐
認
こ
鱈
闘
闘

が
島

f
i湯酪
料

J
と
し
て
い
免
母
、
問
溝
が
あ
る
こ
と
か
ら
収
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
漿

-
`
7へ
児
j
鹿
児
半

·9·

こ

1
1

ん
＼
瀧
J
?

＾

み
、
こ
れ
ま
で
翡
の
閾
儲
趾
翌
乱
し
た
と
い
う
。
だ
り
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
だ
。

｛
閉
屈
全
次

「
、農
ふ
沢
苔
弥
児
軋
似
．
ぷ
盟
の

I
l
l
舟
棉
窃
を
納
め
た
載
誓
胤
翡
の
誤
諮
翌
え

贋
で
｀
閥
序
平
些
ど
もI
l
l
内
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
大
咀
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
日

血
児
島
枇
相
市
教
百
委
は
川
流
域
よ
り
南
皿
で
は
発
兄
さ
和
上
即
と
密
抜
な
関
係
の
あ
っ
門
地
方
（
以
在
の
氾
的
県
）
か

会
は
―i卜
氏
1
1、

I
u
l
乳
で
旧
れ
て
い
な
か
っ
た
。

‘
t
c
1
1
1
人
の
百J
J臼
民
ク
ラ
ス
の
ら
大
問
乎
勅
へ
とJ
f
i
F
し
て
き

内
附
川
の
直
製
品
認
し
た
と
同
孜
委
に
よ
る
と
、
速m
の
m
と

、

也
癸
姐
み
て
い
る
。
た
大
和
王W
Iの
努
力
が
、
鹿
児

発
表
し
た
；
ハ
也
紀
か
ら
ヒ
l
l
t古
川
は
I
H
I
U
f

十
二
町
で
兄
つ
か
ま
た
、
古
J
r
i
は
ヒ
也
紀
後
半
島
而
を
渡
っ
て
匹
へ
泄
ん
で
き

僻

T
o
J、

I
i
i
部
几
州
に
努J
J
っ
た
弥
次
ケ
淵
（
や
じ
が
ゆ
）
の
間
皿
氏
吼
火
に
よ
る
火
山
灰
た
の
で
は
な
い
か

j
と
話
し
て

・
合
っ
て
い
た
m
^
（
は
や
と
）
古
収
で
、
叫
状
は
直
抒
約
十
ハ
に
埋
悲
て
お
り
、
火

l
l
l
災
内
い
る

c

五
取
南
ク
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あ
る
弥
次
ケ
沿
古
吹
の
梱
造
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
と
い
七
ん
と
古
項
が
で
き
た
と
は
名
な
い
か
。
，
胴
即
岳
の
火
山
灰
で

ゃ
、
包
ず
つ
土
を
盛
っ
て
岡
う
。
え
に
く
い
。
ほ
か
に
も
あ
る
、
パ
ッ
ク
さ
れ
た
お
か
げ
で
古m

め
て
造
る
版
築
工
法
を
と
っ
て
市
考
宜
閲
物
館
「
膀
醤

c

と
み
る
の
が
臼
然
だ
」
と
、
住
が
残
っ
て
い
た
」
と
西
谷
教

い
る
こ
と
か
ら
、
洗
練
さ
れ
た0c
c
O

は
し
む
れ
」
の
迎
部
宅
街
で
突
然
見
つ
か
っ
た
占
収
埒

古
心
の
造
営
が
伝
わ
っ
て
い
徹
也
主
ホ
は
「
ひ
と
っ
だ
け
ぼ
を
兄
下
ろ
し
な
が
ゑ
包
た
。
大
塚
初

m
明
治
大
名
密
教
授
一

; ......... 

,;…
; 
.... 
：
・
・
・
・
・
ー
・
・
・
…

•-••••
•••••••• 
‘,; 
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:
-....
... 

:
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，
．
：・
・
・
曹

...

........

......

. 
＇：

・
ー
・
・
・
は
「
大
和
政
椛
と
何
ら
か
の
政

治
的
、
歴
史
的
凹
保
を
一
応
は

研
究
者
の
想
定
で
き
、
注
曰
し
て
い
い
の

で
は
な
い
か
。
大
和
と
の
関
係

想
像
さ
れ
る
大
和
政
権
の
影
響
見
方

こ
れ
ま
で
古
墳
が
な
い
と
四
古
m
文
化
が
及
ん
で
い
た
の
で
十
一
年
（
六
八
二
年
）
に
は
、
を
推
定
す
る
招
探
は
前
方
後
円

公
営
住
宅
ず
ら
し
保
存
ヘ

玉
、
雹
悶
品
な
と
が
見
つ
か
わ
れ
て
い
た
薩
啄
キ
函
で
古
墳
す
か
ら
。
昭
廂
化
し
た
社
会
だ
呵
多

m
人
（
薩
痒
半
忌
に
店
住
ね
だ
が
、
占
収
が
一
払
だ
け
ぼ

っ
て
い
る
。
近
ミ
の
迫
田
遺
跡
が
見
つ
か
っ
た
。
九
州
大
学
の
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
疎
限
し
た

m
人
）
と
大
隅
平
人
が
朝
つ
ん
と
存
在
す
る
こ
と
は
少
な

日
本
で
も
っ
と
も
南
に
あ
る
弥
次
ケ
渇
古

m
が
見
つ
か
っ
た
指
宿
市
士
一
町
の
発
掘
現
出
で

か
ら
圭
品
時
代
の
大
王
の
土
西
谷
正
教
授
は
「疎
際
半
島
の
の
在
地
の
努
力
が
、
大
和
と
の
廷
で
相
撲
を
し
た
と
い
う
。
天
い
。
阿
久
根
市
で
は
四
世
紀
後

は
、
二
十
五
日
の
発
表
後
も
地
迫
な
発
掘
作
棠
が
続
い
た
。
今
紙
の
泉
大
目
阻
は
被
郭
者
の
眠

器
破
片
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
お
先
端
に
古
墳
が
見
つ
か
っ
た
関
係
で
古
れ
を
受
け
入
れ
た
と
武
朝
以
降
は
、
朝
廷
に
朝
四
半
の
竪
穴
式
石
杢
を
持
つ
前
方

盈
翡
部
を
っ
き
と
め
る
こ
と
だ
。
市
は
建
四
を
予
定
し
て
い
た
公
歯
住
宅
の
位
岡
を
ず
ら

り
、
当
時
、
こ
の
付
近
に
大
規
の
は
而
白
い
で
す
ね

j
と
話
思
わ
れ
ま
す
」
し
、
一
部
は
醗
内
認
碑
砒
沼
住
後
円

m
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

し
て
、
古
坦
を
保
存
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
古

g
時
代
の
遺
跡
が
点
在
す
る
市
内
で
第
二
、
第

翌
隠
が
あ
っ
た
の
で
は
な
す
。
「
日
本
田
紀
」
や
「
古
ホ
し
福
門
寄
傭
や
、
大
包
祭
で
犬
近
い
将
来
、
こ
の
地
域
で
前
方

三
の
古
ね
が
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。

弥
次
ケ
潤
古m
の
発
見
で
、
古
望
囲
に
あ
る
盟
應
史
古
堕
セ
ッ
ト
で
出
土
す
る
と
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
。
「
通
説
と
し
て
、
末
閲
な
地
配

」
に
よ
る
と
、
ま
つ
ろ
わ
ぬ
沼
を
発
し
、
歌
舞
し
て
眼
成
儀
後
円
墳
が
見
つ
か
る
可
陣
性
は

薩
盟
島
で
も
大
和
政
梱
の
影
跡
の
相
牟
礼
川
遺
跡
か
ら
は
‘
一
さ
れ
る
須
恵
器
や
子
持
ち
ま
が
ま
た
、
墳
丘
の
問
囲
に
溝
の
の
印
象
を
与
え
て
い
た
所
に
、
（
従
わ
な
い
）
「
叩

m」
と
逸
礼
を
去
し
た
。
十
分
に
あ
り
｀
今
後
の
潤
式
が

っ
て
、
野
は
朝
廷
に
胆
作
「
後
に
明
確
に
な
る
隠
憐
期
待
さ
れ
る
」
と
話
し
て
い

‘
‘、
曇

轡
を
受
け
た
隋
級
社
会
が
成
立

賛

"
"
-

[
•
5

た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
天
武
礼
な
と
の
、
腐
の
賢
で
は
る
。

籠
鱈
卜
」
位
が
兄
一

翡
は
大
和
政
梱
与
磨

i

持
っ
た
「
ハ
ヤ
と
の
も
の
な

の
か
。
そ
れ
と
も
、
「
ハ
ヤ

卜

j
を
支
配
し
た
大
和
政
梱
の

菜
族
の
も
の
な
の
か
。
市
教
委

は
前
葬
施
殴
や
岡
葬
品
が
見

つ
か
れ
ば
、
そ
の
な
ぞ
が
解
け

る
か
も
し
れ
な
いj
と
い
う
。

今
後
も
十
数
人
の
市
装
拙
凹
査

只
が
作
菜
を
続
け
る
。

発
掘
現5
の
学
芸
只
か
ら
は

「
付
近
に
ほ
か
に
も
古
収
が
眠

っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

う
い
う
声
も
間
か
れ
た
。

て
い
な
か
っ
た
鋭
麻
半2
は
、

陀
級
が
未
分
化
な
社
会
地
域
と

評
価
さ
れ
て
き
た
。
今
回
の
発

見
は
大
和
潤
廷
の
勢
力
が
南
几

）
州
の
隅
々
ま
で
及
び
、
こ
の
地

城
に
陀
級
社
会
が
存
任
し
て
い

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
、
通
況

言
t

委
-
、
教
を
も
四
す
も
の
だ
＂
古
囚
文
化

か
＂

っ
6

の
広
が
り
を
考
え
る
上
で
も
即

算
墳
め
てm
阻
と
し
て
い
る
。

て
古

市
湯

宿
ケ

．

指
次

；

隈
弥

＇

島
の

｀
ぐ
べ

`
1
児
南

鹿
罰

指宿大和政権の影響か

鹿
児
g
眼
揺
宮
市
教
委
は2
5

市
教
委
に
よ
る
と
、
古
咬
は
、

曰
、
同
市
十
二
町
の
敷
釦
凶
跡
団
地
迫
成
予
定
地
の
地
中
か
ら

の
発
掘
団
査
で
、6
世
茫
1
7

兄
つ
か
っ
た
。7
世
記
後
半
の

也
紀
前
半
（
古
四
時
代
）
の
円
潤
閲
岳
の

g
火
に
よ
り
短
明
閻

g
を
確
認
し
、
「
弥
次
ケ
四
市
に
火
山
灰
で
埋
没
し
た
と
み
ら

t
(Jと
名
づ
け
た
と
発
表
し
た
。
れ
、
保
存
状
態
が
良
い
。
日
大

市
教
委
は
「
大
和
政
椛
の
影
響
四
径
約
1
8
"＂、
高
さ
約
ー
・
3

9
"

と

を
受
け
た
年
人
の
王B」
と
み
炉
の
円
形
の
盛
り
土
。
固
回
を

て
お
り
「
古
四
の
空
日
地
と
さ
巡
る
固
溝
（
幅
約

l
•
5
S
2

れ
た
寄
g
半
L
1で
初
の
確
忽
＂
へ
深
さ
杓
拍t
,
)
も
あ
っ
た
。

例
」
と
し
て
い
る
。
古
項
と
し
こ
れ
ま
で
に
古

g
の
東
側
半
分

て
は
日
本
殴
南
端
で
、
古
代
の
を
発
囲
し
た
。
上
部
拇
追
笠

k

既
際
半
経9
3い
た
年
人
が
、
古
わ
れ
、
本
来
の
涵
さ
は
不
明
。

四
文
化
を
担
っ
た
大
1
0政
椛
の
副
葬
品
や
石
室
な
ど
哩
葬
者
の

彩
葬
を
受
け
て
い
た
発
兒
例
と
所
在
を
示
す
辺
岡
は
確
認
さ
れ

し
て
注
自
さ
れ
る
。
て
い
な
い
。星

[
〗

と
を
基
う
。
市
教
委
は
「
こ
れ

ま
で
は
陪
級
未
分
化
の
共
同
体

社
会
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

た
が
、
古g
の
発
見
に
よ
り
階

靡
社
会
が
成
立
し
て
い
た
こ
と

が
分
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

【
居
垣
隆
弘
】

ヤt

従
来
の
説
変
え
る
発
見

上
村
俊
雄
・
鹿
児
島
大
教
授

（
考
古
学
）
の
話
形
懸
か
ら

し
て
畿
内
型
高
塚
に
当
た
る
。

こ
の
時
代
は
年
人
の
独
自
性
が

歪
く
、
大
和
政
随
の
影
因
は
及

ん
で
い
な
か
っ
た
と
す
る
従
来

の
況
を
変
え
る
発
見
だ
。

埋葬施設の発見が期待される弥次ケ湯古墳／
写真提供・指宿市教委=f出伯rh十二町で

朝日新聞
98年11 月 26日付

弥次ケ湯古墳

毎日新聞
98年11 月 26日付
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ハヤ ト文化圃に

薩摩半島の古代社会像

ー心~心辿鮎星』

附贋

支
配
階
級
が
存
在

欝
息
宿
市
教
委
は
二
十
五
日
、
同
市
十
二
町
の
弥
次
ケ
滞
（
や
じ
が
ゆ
）
皿
区

の
七
世
紀
後
半
の
火
山
灰
函
の
下
か
ら
、
高
塚
古
墳
（
円
墳
）
を
発
涸
し
た
、
と
発
表
し

た
。
同
県
の
川
内
川
以
南
で
古
墳
が
見
つ
か
っ
た
の
は
初
め
て
で
、
本
土
呆
南
端
の
臣
項

と
な
る
。I
I
I
内
川
以
南
は
大
和
政
権
・
文
化
と
は
違
『
品
咄
自
の
「
薩
隣
ハ
ヤ
ト
」
文
化
圏

と
さ
れ
、
従
来
、
古
墳
も
な
い
:
Jと
か
ら
階
級
未
分
化
の
社
会
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

古
墳
は
階
級
社
年
の
存
在
と
、
中
央
の
大
和
政
権
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
こ
れ

ま
で
の
定
説
を
見
直
玄
寅
這
な
界
料
と
い
え
そ
う
だ
。

本
土
最
南

指
宿

6-7 世紀前半

指宿の古墳発見

和
政
梱
の
対
南
九
州
政
策
を
君

え
全
で
緊
め
盃
農
。

古
墳
時
代
の
通
説
覆
す

何
ら
か
の
政
治
的
関
係

柳
沢

一男
・
宮
崎
大
敦
育
学

部
数
授
（
考
古
学
）
の
詰
規

揆
か
ら
首
長
ク
ラ
ス
の
古
墳
と
西
谷
正
・
九
州
大
敦
授
（
考

想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
薩
序
古
学
）
の
話
現
地
を
見
て
い

半
己
に
は
古
靡
な
い
と
い
わ
な
い
が
、
薩
序
半
己
の
南
端
ま

れ
て
き
て
お
り
、
商
序
半
底
の
で
、
古
坦
文
化
が
広
が
っ
て
い

人
々
は
階
級
未
分
化
な
社
会
果
た
こ
と
に
な
り
、
大
和
朗
廷
と

団
と
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
何
ら
か
の
政
治
的
関
係
が
あ
っ

の
通
説
を
壇
し
、
古
男
四
代
の
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
古
項
を

社
会
像
の
変
更
が
必
要
に
な
築
く
に
は
支
配
者
が
必
要
で
、

る
。
日
本
泉
南
姻
の
豆
項
で
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
塗
り
替
え

日
本
史
全
体
の
視
点
か
ら
も
大
る
も
の
だ
。

碇
認
例
が
鵞
の
み
だ
。
ま
た
と
に
し
て
い
る
，
日
本
吉
紀
で

指
宿
市
内
て
は
、
こ
れ
ま
で
六
は
、
大
和
政
植
が
「
甲
人
（
は

つ
の
遺
跡
で
古
墳
時
代
の
菜
落
や
と
こ
の
呼
称
を
偲
？
全
つ

が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
政
治
に
な
っ
た
の
は
、
七
世
紀
後
半

的
支
配
者
の
存
在
を
示
唆
す
る
か
ら
て
、
そ
れ
径
即
の
歴
史
を

古
墳
の
発
見
は
な
か
っ
た
。
解
明
す
る
手
が
か
リ
に
な
る
と

隅
半
島
側
の
大
崎
町
の
「
横
瀬
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。
同
市
教
委
は
、
現
地
を
「
弥
期
待
さ
れ
る
。

古
墳
」
で
前
方
後
円
墳
が
確
認
し
か
し
、
「
睦
際
ハ
ヤ
ト
」
次
ケ
滞
古
坦
」
と
命
名
し
て
保
発
掘
現
埠
は
、

J
R

指
宿
釈

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
J
I
I
内
市
で
の
文
化
国
と
さ
れ
る
J
I
I
内
川
以
存
を
自
指
す
方
釘
。
今
後
、
追
と
揺
宿
市
役
所
間
の
中
心
街
に

も
前
方
後
円
填
ら
し
い
遺
桐
が
南
で
は
、
山
川
町
の
成

J
I
l
遺
跡
路
下
に
埋
ま
っ
て
い
る
と
み
ら
位
回
し
、
県
営
と
市
営
の
団
地

見
つ
か
り
、
い
ず
れ
も
当
時
の
な
ど
で
、
土
を
掘
っ
て
埋
め
る
れ
る
残
‘
半
分
に
つ
い
て
、
レ
造
成
を
前
に
今
年
七
月
か
ら
発

大
和
政
権
と
つ
な
が
り
が
あ
る
だ
け
の
土
凛
（

A
-二
う
）
苺
の
ー
ダ
ー
探
査
な
ど
で
濶
ぺ
る
こ
掘
調
査
を
迫
め
て
い
た
。

西日本新聞
98年 11 月 26日付

市
教
委
、
急
き
ょ
保
存
・
調
査
へ

「
商
印
蓄
屑
の
社
会
像
を
根
底
か
ら
見
直す
必
要
が
で
て
き
たJo

二
十
五
日
、
指
宿
市
教
H
が
発
表
し
た
六
世
紀
か
ー
つ
七
世
紀
前
半
の
「
弥
次

ケ
渇
古
墳
」
の
琵
卸
は
、
同
半
島
を
中
心
と
し
て
存
在
し
た
「
障

E
ハ
ヤ
ト
」

の
解
明
へ
の
罪
を
開
い
た
。
地
元
で
は
急
J
よ
、
古
置
存
に
乗
り
出
し
、

さ
ら
に
調
歪
盈
熔
゜

「
大
和
朝
廷
の
努
力
が
南
九
州

に
及
ん
で
い
＜
過
程
で
は
、
四

E
・
大
隅
の
そ
れ
ぞ
れ
の
半
熙

雰
に
拠
点
姦
け
、
そ
こ
か

ら
努
力
牽
哭
さ
せ
た
の
で
し

た
の
は
、
当
阿
農
こ
の
地
ょ
う
」
と
欝
す
る
。
一

域
に
生
産
技
術
が
な
か
っ
た
こ
現
燒
は
棠
営
と
市
営
住
宅
の

と
を
示
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
建
慇
ヱ
定
地
だ
っ
た
が
、
同
市

―

そ
れ
で
も
、
古
墳
を
造
る
だ
け
教
委
は
、
関
係
機
関
と
協
磁
。

―

の
階
級
社
会
が
あ
っ
た
の
は
問
廷
設
位
回
を
変
更
し
て
、
古

違
い
な
く
、
多
分
、
地
元
の
第
項
を
埋
め
戻
し
、
「
盛
土
堡

一
有
力
者
の斑
た
っ
た
の
で
は
存
」
を
す
る
こ
と
に
し
て
いi

2
8

、

2
9日
に
現
地
見
学
会
も
な
い
か
」
と
み
る
。
る
。
―

ま
た
、
本
南
姻
の
指
宿
で
同
市
教
委
は
二
十
八
、
二
十

同
市
教
委
が
、
今
回
発
表
し
古
墳
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
つ
九
の
両
日
、
午
前
九
時
か
ら
午

一8
た
遺
構
を
古
沼
と
断
定
し
た
根
い
て
、
中
烈
醤
．
唇
児
感
経
後
＝
一
時
ま
で
、
古
填
の
現
地
見

唇
、
各
地
の
高
塚
古
墳
と
同
済
大
教
授
（
日
本
古
代
史
）
は
学
会
を
開
く
。

様
に
①
少
し
ず
つ
土
を
盛
っ
て

っ
き
固
め
て
築
迫
し
た
「
版
築

構
造
」
が
見
ら
れ
る
②
墳
丘

の
周
り
を
溝
が
巡
っ
て
い
る

ー

ニ
点
で
、
「
こ
の
よ
～
つ
な

形
状
の
追
構
は
、
古
坦
以
外

に
考
え
ら
れ
な
い
」
と
説
明

す
る
。

現
地
を
硯
索
し
た
上
村
悛
雄

．
覧
g
大
教
授
（
考
古
学
）

は
「
古
墳
に
副
をgが
な
か
っ

西日本新聞
98年11 月 26日付
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朝日新聞
98年11 月 26日付 日本最南の古墳発見
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應
油
泉
指
宿
市
教
委
は
二
十
五
日
、
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
前
半
に
で
き
た
と
み
ら
れ
る
曰
本
殴
南
端
の
弥
次
ケ
潤
古

m
を
同
市
十
二
町
で

発
鬼
し
た
、
と
発
表
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
古

m
の
南
限
は
同
眼
大
隅
半
地
中
部
の
塚
崎
古
ね
研
（
祁
山
町
）
と
さ
れ
て
お
り
、
薩
序
半
品
で
の

古
腐
見
は
初
め
て
。
同
市
教
委
で
は
、
古

m
時
代
に
大
和
に
あ
っ
た
王
梱
の
影
杓
力
が
日
本
列
地
の
隅
々
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
、

画
期
的
な
古
収
と
み
て
い
る
。
当
時
｀
味
序
半
邸
に
い
た
穴
ヤ
ト

j
と
呼
ば
れ
る
社
会
集
団
と
大
和
政
櫛
と
の
力
図
保
を
探
る

上
で
も
只l
r
t

な
古
堕
の
担
個
も
出
て
い
る
。

大
和
の
王
権
全
国
に
影
響

ハ
ヤ
ト
の
思
住
地
城
へ
大
和
刺

廷
の
力
が
及
ん
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
七
田
紀
後
半
に
は
ハ

ャ
ト
が
朝
廷
に
服
屈
、
朝
四
を

始
め
て
お
り
、
逆
筑
す
る
と
、

七
世
紀
前
半
に
は
ハ
ヤ
ト
が
中

央
と
醤
を
閲
始
し
て
い
た
こ

と
が
想
定
で
き
る
。

大
和
朝
廷
の
勢
力
が
南
几
州

駐
に
及
ん
で
い
＜
プ
ロ
セ
ス
を
み

器
や
子
持
ち
ま
が
玉
な
と
が
兄
る
と
、
南
九
州
以
北
か
ら
南
下

す
る
の
で
な
く
、
闘
限
、
大
隅
の

各
半
島
部
分
に
処
点
を
設
け
、

つ
か
っ
て
い
る
四
牟
祁
川
迫
跡

そ
こ
寛
上
す
る
よ
ろ
に
勢

=

＋
屈
は
翌
の
履
が
十
八
た
こ
と
か
ら
、
七
月
末
か
ら
閥
が
あ
る
。

葛
闊
で
、
上
部
は
後
世
に
査
を
閲
始
。
今
月
初
め
に
古
収
問
市
教
委
に
よ
る
と
、
こ
れ
力
を
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
、
と

麿
れ
、
平
ら
に
な
っ
て
い
の
存
在
が
わ
か
り
、
専
門
家
に
ま
で
陳
靡
島
に
は
古
は
な
の
説
が
、
今
回
の
発

m従
よ
り

る
。
塊
在
の
四
さ
は
約
一
・
三
閲
査
を
依
頼
し
て
い
た
。
い
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、
屈
牟
衷
付
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
叩

”
＂
m゚
丘
の
周
囲
に
は
罰
二
古
収
は
約
半
分
が
住
宅
の
敷
礼
川
逍
跡
は
古
m
に
象
微
さ
れ
廷
は
北
廂
地
域
を
お
さ
え
、
八

店
、
深
さ
約
四
十
芍
の
腐
が
地
内
に
あ
り
、
七
謂
整
の
畠
鵞
造
を
持
た
な
い
翡
世
紀
に
は
南
翡
一
漿
磨

掘
ら
れ
、
多
く
の
古
坦
で
用
い
閲
曲
岳
の
唄
火
に
よ
る
火
山
灰
其
同
体
的
な
染
落
の
跡
と
考
え
国
家
へ
細
入
し
て
い
っ
た
。

ら
れ
て
い
る
土
を
少
し
ず
つ
盛m
か
ら
装
岬
さ
れ
た
。
残
り
半
ら
れ
て
き
た
。
大
和
政
梱
と
は
首
長
ク
ラ
ス
の
古
墳

っ
て
固
め
た
「
版
築H怯
」
の
分
は
市
叫
の
下
に
耶
も
れ
て
い
一
線
を
画
す
社
会
染
団
「
ハ
ヤ

柳
沢
一
男
・
宮
崎
大
教
宵
学

部
教
授
（
考
古
学
）
の
話
一

形
跡
が
み
ら
れ
る
。
迎
葬
施
設
る
。
古
E
の
土
合
の
部
分
堡
ハ
ト
」
の
追
跡
で
は
な
い
か
と
す

般
の
町
渠
塩
よ
り
如
樅
が
大
き

ゃ
岡
葬
品
な
と
は
ま
だ
見
つ
か
世
紀
の
土
甜
を
含
む
地
庇
に
あ
る
説
も
あ
っ
た
。

ハ
ヤ
ト
、
中
央
と
接
触
か
く
、
地
咳
3
苗
長
ク
ラ
ス
の
人

っ
て
い
な
い
゜
る
こ
と
か
ら
、
六

ー

七
也
紀
前

古
閤
、
翁
繕
の
建
て
半
に
造
ら
れ
た
も
の
誓
い
物
の
古
収
扁
定
さ
れ
る
。
ロ

替
え
に
伴
う
発
掘
闘
で
兄
つ
う
。
中
村
明
蔵
・
鹿
児
島
珪
済
大
本
毀
南
躙
の
古mと
し
て
、
大

か
っ
た
。
周
辺
の
試
掘
で
平
安
弥
次
ケ
籾
古m
の
南
南
東
約
教
援
（
日
本
古
代
史
）
の
話
和
王
榔
の
対
南
九
州
政
策
を
行

時
代
の
土
器
な
と
が
兄
つ
か
っ
二
＂
＂
に
は
、
古
収
時
代
の
叙
忠
文
献
史
学
的
に
は
、
七
也
紀
に
え
る
う
え
で
も
廣
だ
。

息
島
の
南
部
、
狙
宿
市
士
一
町
で
、
大
和
王
椛
の
亮
制
で
あ
る

円
墳
が
発
兒
さ
れ
た
こ
と
は
、
川
内
川
流
域
や
肝
付
川
流
域
が
南
限
と

み
ら
れ
て
い
た
古
墳
の
分
布
を
塗
り
替
え
た
。
さ
ら
に
今
後
、
堀
葬
部

分
な
ど
の
調
査
が
迎
む
こ
と
に
よ
り
、
中
央
へ
の
抵
抗
を
続
け
た

m
人

像
や
大
和
王
椛
の
南
九
州
へ
の
影
響
な
ど
、
従
来
の
通
説
を
見
直
す
必

要
嘉
て
き
そ
う
だ
。

観鳥朦ケ晨胡

兒
さ
れ
た
弥
次
ケ
渇
古
項
な
ど
（
河
口
貞
徳
・
阻
考
古
学
会
長
）
河
口
会
長
は
司
能
性
は
十

の
円
m
は
、
畿
内
を
中
心
に
し
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
分
あ
る
が
、
古
墳
と
断
定
す
る

た
大
和
王
罹
が
椛
力
を
持
っ
た
指
宿
市
で
円
珀
が
確
認
さ
れ
に
は
、
堀
葬
施
設
な
ど
の
確
認

時
代
の
象
徴
と
さ
れ
る
。
た
こ
と
は
、
当
時
の
岡
九
州
に
を
待
ち
た
い
」
と
慎

m
な
姿
勢c

し
か
し
、
同
時
代
に
南
九
州
中
央
の
大
和
王
櫂
の
彩
四
が
及
同
志
社
大
学
の
森
浩
一
教
授

に
は
、
地
下
か
ら
水
平
に
穴
を
ぴ
、
階
級
差
の
発
達
し
た
社
会
（
考
古
学
、
文
化
史
）
も
「
詳

即
っ
た
「
地
下
式
横
穴
苑
」
や
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
し
い
潤
益
が
必
要
」
と
し
な
が

地
下
の
石
室
に
石
を
釈
み
頂
ね
る
。
南
九
州
の
古
代
史
に
詳
し
ら
も
「
円

m
の
被
埋
葬
者
は
南

た
「
地
下
式
板
石
租
み
石
室
」
い
ラ
・
サ
ー
ル
学
園
の
永
山
修
疏
の
隼
人
の
首
長
ク
ラ
ス
の
人

と
い
う
独
特
の
古
墳
が
あ
っ
一
教
吟
は
「
箕
釘
な
イ
メ
ー
ジ
物
だ
ろ
う
。
南
薩
の
ぼ
人
が
大

た
。
ま
た
祖
宿
郡
山
川
町
の
成
で
閲
ら
れ
た
隼
人
も
中
央
と
暉
和
政
椛
と
の
間
に
文
化
交
流
を

川
遺
跡
な
ど
南
薩
で
は
、
穴
を
接
か
問
接
の
つ
な
が
り
を
持
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
こ

四
ー
七
世
紀
の
古
墳
時
代
は
掘
っ
て
埋
葬
し
た
だ
け
の
土
寂
ち
、
同
様
の
社
会
を
持
っ
て
い
の
勢
力
が
後
に
（
畿
内
に
移
住

日
木
各
地
の
有
力
者
が
土
を
盛
（
こ
う
）
至
が
主
流
。
こ
れ
ら
た
の
だ
ろ
う
。
文
献
に
現
れ
る
さ
せ
ら
れ
た
）
阿
多
隼
人
と
呼

り
上
げ
て
高
塚
古
項
を
造
っ
独
自
の
究
制
は
「
階
級
が
末
分
m
人
研
究
の
前
提
を
児
直
す
発
ぱ
れ
る
集
団
に
な
る
の
で
は
な

た
。
前
方
後
円
j
a
や
、
今
回
発
化
だ
っ
た
古
代
珀
人
の
窪
叩
」
兄
」
と
指
摘
し
た
。
い
か
」
と
拙
測
し
て
い
る
。

古
墳
は
保
存
旦
直
屡
開
す
る
こ
と
に

2
8
、

2
9日
現
地
翌
茎
ま
た
、
同
市
教
委
は
二
十
八
、

指
宿
市
な
ど
は
二
十
五
曰
ま
二
十
九
の
両
日
、
午
前
几
時
か

で
に
、
同
市
十
二
町
の
弥
次
ケ
ら
午
後
＝
一
時
ま
で
現
地

E
岱
子
会

麿

i
nの
古m
部
分
を
期
め
戻
を
爽
施
す
る
。
一
平
八
日
か
ら

し
て
盛
土
保
存
す
る
こ
と
を
決
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
は
同
市

め
た
。
同
古m
が
兒
つ
か
っ
た
考
古
団
物
館
時
遊
館
C
O
c
c

品
は
団
地
造
成
し
て
娯
常
、O
は
し
む
れ
に
古
項
を
群
し
く

盟
の
住
宅
を
翡
す
る
予
定
＿
紹
介
し
た
速
報
コ
ー
ナ

—
席

だ
っ
た
が
、
古
墳
部
分
に
つ
い
る
。

階
級
社
会
存
在
か

南日本新聞
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平成 1 0 年度学芸員研究報告

1. 財団法人日本科学財団研究助成金研究

本項では，平成 1 0 年度において，日本科学財団から助成金の交付を受けて行った研究概要を報告する．

研究代表者：指宿市教育委員会社会教育課 主査下山 覚

共同研究者： 同 主事中摩浩太郎

同 主事渡部徹也

同 ホ事鎌田洋昭

研究指導者：指宿市教育委員会教育長 山下隼雄

研究助言者：ラサール学園教諭 永山修ー

研究期間 ：平成 1 0 年 4 月 1 日～平成 1 1 年 2 月 1 5 日

2 . 研究報告（抄）

2 . 1 研究の目的『考古学的手法による災害履歴分析について』

日本では高度経済成長期以降，全国的な発掘調査の急増に伴って，考古学対象である遺跡から，過去の災

害に関する情報が蓄積されてきている．そして，部分的には，過去の災害のあり方から，現在の防災意識の

高揚や災害予知に役立つ情報が引き出されている．

また，先験的には，災害によって様々な文化要素が変化することが指摘されているが，考古学的手法を用

いて多様な過去の災害を分析する方法や理論については研究の途上であり，文化変異と災害との因果関係を

明らかにする上でも，一層の研究の深化が望まれる．

こうした課題を解決するためには，災害のプロセスに応じて，被災者が災害に対してどのような評価を下

し，激変した環境に適応する行為（災害適応）を試みたかという点について事例を収集し，それを体系的に

整理する必要があると考える．

したがって，今回の研究では，考古学的手法によって収集された過去の災害情報の中でも，特に，被災者

の「評価と適応」という観点から，災害を受けた遺跡の情報を整理し，収集した全国の事例の分類から過去

の災害の様相を明らかにするとともに，災害と文化変異の関りについて考察を加える．

2. 2 研究実施項目とその内容

今回の研究では，考古学的手法によって収集された過去の災害情報を得て，特に，被災者の評価と適応と

いう点について，災害のプロセスに準じて整理するため，以下の研究実施項目について取り組んだ．

① 災害情報を有する遺跡の事例収集

（内容）全国の災害遺跡について，「火山災害」「地震災害」「洪水災害」

「火災災害」「その他」の項目分類を設け，事例の収集にあたった．

その際，事前に基本的な文献等の調査を通じて入手した災害遺跡事例に関して，災害事例調査票

（別添 1) を作成，全国の自治体·埋蔵文化財センターなどへ照会するとともに，事例所収の文献

（発掘調査報告書）の収集を行った．また，群馬県，北海道においては火山災害事例が多数知られ

ているめ，詳細な事例収集を目的とした現地調査を行った．以上の作業から得られた事例につい

てデータベ一ス化を実施した．

② 災害情報を有する遺跡についての文献調査

（内容）発掘調査報告書に限らず，論文集等も対象とし災害遺跡に関する文献を網羅的に収集した．
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③ 保管資料としての歴史文献の調査

（内容）過去の災害評価などに関する分析の補完的な資料とするため歴史上の文献で，災害に関す

る文献を収集した．

④ 災害の質・規模に関する自然科学分野の文献調査

（内容）災害発生時にかかわるメカニズムとプロセス理解のための補助的な資料として文献を収集

した．

2. 3 研究の成果

① 災害情報を有する遺跡の事例収集について

災害遺跡調査事例のある自治体，埋蔵文化財センター等 1 6 8 箇所に全国災害遺跡調査票を送付するとと

もに，群馬県高崎市教育委員会，子持村教育委員会，群馬県埋蔵文化センタ一を訪ね，災害遺跡事例を調査

した．収集した災害遺跡事例は， 6 9 7 件，災害種類別の内訳は以下のとおりである．

（内訳） A 地震災害遺跡 2 7 4 件

B 洪水災害遺跡 6 4 件

C 火山災害遺跡 3 4 7 件

D 火災災害遺跡 1 2 件

調査の現状では，地震災害事例，火山災害事例が卓越している．研究の目的に鑑みた場合，これら数ある

事例の中でも特に注目されるのが，直接的に災害からダメージを受けた遺構（直接被災遺構）と復旧痕跡が

検出されている事例である．以下，災害種類別に代表的な直接被災遺構と復旧痕跡の事例をあげたい．

A ・地震災害遺跡事例

(1) 縄文時代

八木A遺跡（北海道茅部郡）では，大規模地震による地滑りが発生し，海岸段丘状に営まれた縄文時代前

期中葉の集落遺跡が被災している．竪穴住居，盛土遺構，土塙墓等が崩壊したが，被災後，集落は段丘の中

央に移動し継続したと見られている．また，矢頭遺跡（神奈川県足柄郡）では，地震に伴う地割れによって

竪穴住居の床面が崩れたが，地割れ痕跡の直上に完形の浅鉢が 2 個体重ね合わせた状態で出土し，地割れ部

分が埋まった後，意図的に土器が置かれた可能性が指摘されており興味深い．

(2) 弥生時代

松林遺跡（香川県高松市）では，弥生中期の地震に伴う噴砂で吹きあがった砂脈の上から，甕と壷がそれ

ぞれ伏せられた状態で出土した．地震痕跡以後の時期には，遺構が皆無であるため，隣接地の多肥松林遺跡

に移住した可能性も指摘されている．二伝寺前遺跡では，弥生後期の地震によって竪穴住居が被災したが，

地割れによってひび割れた床面に新しい床面を構築している状況が看取されている．

(3) 古墳時代

原の前遺跡（島根県松江市）では， 5 世紀ごろの地震によって舟着場に伴う杭が折れ曲がり，新たに杭を

打ち直して復旧している痕跡が発見されている．

(4) 古代
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多賀城附寺跡（宮城県多賀城市）では，貞観 11 年の陸奥国大地震によって，政庁第 III 期が廃絶したが，そ

の後，陸奥国修理府が臨時に設けられ，政庁第w期が再建されている．これについては日本三代実録や続日

本紀に記載が有り文献資料と考古学的成果との対比によって，災害と復興の状況が詳細に分析されている．

(5) 中～近世

中・近世の事例としては，長浜町遺跡（滋賀県長浜市）が挙げられる．中世においては，天正 13 年の天

正地震によって町家の倒壊や火災に見舞われているが，焼けた町を整地して，町屋を再建している．近世に

おいても寛文 2 年の琵琶湖西岸地震によって，被災したが，焼土の上に盛土を行い町屋を再建している．

(6) 概括

地震による直接被災の事例は，上記のものも含め 27例を収集した．縄文時代の矢頭遺跡や弥生時代の松

林遺跡のように地震によって生じた地割れや砂脈の上に土器を被せる事例は，地鎮という呪術的な手段で災

害に対峙した興味深い事例である．また，古代以降は，文献記録との対比によって災害と復旧の状況を出来

る事例が多くなるため，往時の社会状況と復旧行為との関わりについても詳細に把握することが可能であろ

ぅ．また，集落構造の変化に伴い，地震によって誘発された火災によって被害が拡大している点も地震災害

のプロセスを復元する上で重要である．

地震考古学の分野では，地震痕跡と遺構の年代との関りから，活断層の活動のサイクルを把握し，防災に

役立てようとする研究が行なわれている．今後，こうした研究と並行して，考古資料を中心に，被災した

人々が地震をどのように評価し対応していったのかを往時の社会状況を踏まえたうえで通時的・体系的に整

理することで地震災害に対する災害認識の変化とその要因を追求できるものと期待される．

B. 洪水災害遺跡事例

縄文時代以前の直接被災した洪水災害事例は，今回の調査では管見に触れなかった．以下，弥生時代以降

の事例について報告する．

(1) 弥生時代

田村遺跡群（高知県南国市），池島・福万寺遺跡（大阪府八尾市）など砂層に覆われた水田のほとんどは

洪水災害に見舞われた事例である．池島・福万寺遺跡では，度々発生する洪水災害に対して，水田の一部に

「島畠」を形成し土砂に埋もれない耕作地を確保していた．これまで，「洪水災害による埋没遺構」といった

視点で調査がされた事例が稀少なため，今後，砂層形成のプロセスをはじめ，砂層直下の水田面の状況や関

連遺構・遺物の状況に十分な注意を払いながら調査を進める必要がある．

(2) 古墳時代以降

富永西小敷町遺跡（福岡県波羽郡）では，集落遺跡全体が洪水砂に被覆され，洪水によって発生した流路

が竪穴住居を切っている事例が発見されている．集落そのものは災害以前に廃絶されていた可能性も指摘さ

れているが，洪水災害以降は，集落が営まれず，付近ー帯は現代まで水田として利用されている．

中・近世の富田城の城下町であった富田川河床遺跡（島根県広瀬町）では，被害にあった遺構の補修痕跡

や，大規模な洪水で埋没した遺構の上部に集落の再建を繰り返していたことが判明している．この集落は

1666 年に完全に水没した．洪水の原因については，上流に位置する製鉄施設の経営に伴う廃土の流入によ

る河床上昇との見解がある．屋代遺跡群（長野県更埴市）では， 5 世紀中葉， 7 世紀後半， 8 世紀初頭， 8

世紀前半， 9 世紀末，中世～近世の各時期に洪水災害を被り，田畠や集落が埋もれている．特に 9 世紀末の
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災害では，水田，畠，竪穴住居等が埋没したが，一部の集落では住居を再建した痕跡が見られた．しかしな

がら，水田の復旧痕跡は確認されていない．同じく，長野県の川田条里遺跡でも，弥生時代から近世に至る

洪水災害が見られ，その都度，水田が復旧されている．

(3) 概括

洪水災害は，毎年の自然条件によって発生する，いわば「定期的災害」と考えられる．洪水災害は，雨

季の河川増水に伴い発生し，特定の地域において被害が繰り返される場合が多い．そのため，災害に対して

様々な適応策がとられている．古いものでは，古代の水田で見られる井堰跡や堤防跡が挙げられるであろ

ぅ．また， 木曽川・長良川・揖斐川が合流する濃尾平野南西部での輪中集落が発達は，集落全体を洪水か

ら保護することを目的とした囲堤である．

洪水災害は，頻発するが故に，適応の実態を知る手掛かりを残す場合が多い．上記の事例だけを見ても，

洪水災害に対する適応手段として，主体的な取り組みとして町づくりを行い，それに備えた事例があること

がわかる．また，洪水後に旧集落域を再利用する事例も知ることができる．

災害への適応手段については，各集団の技術的背景を含めた選択がなされたものと看倣される．そして，

その方策については，従来知られている堤防等の防御的な施設等，個別の施設の観察に留まらず，継続的な

集落経営を前提とした町づくりの視点からも，遺構の観察が必要となってくるものと考えられる．

C. 火山災害遺跡事例

(1) 縄文時代

南部九州は，縄文時代早期，約 6400 年前の鬼界カルデラの噴火によって大きな被害がもたらされたと考

えられている．この時の「アカホヤ」と呼ばれる火砕流堆積物層を前後して土器型式が一変するとの指摘も

あり，早くから研究者の間では注目されていた．現段階では，直接被災遺構は未検出であるが，「アカホヤ」

の中から炭化材の発見例などがあり，将来的には災害遺跡が発見されるものと期待される．

伊勢谷遺跡（宮崎県都城市）では，縄文時代後期の霧島御池軽石の降下時期に極めて近い段階で廃棄され

たと考えられる竪穴住居跡が検出され，軽石層の直下から建物建材の一部と見られる炭化材や炭化粒の散布

域が確認されている．

(2) 弥生時代

山ノロ遺跡（鹿児島県肝属郡）では，弥生時代中期の祭祀遺構が発見されたが，この時期の開聞岳噴出物

が遺構面を被覆していたー．被災状況は定かではないが，祭祀遺構に伴う集落遺跡，あるいは生産遺跡の発見

が期待される．

(3) 古墳時代

黒井峯遺跡（群馬県子持村），西組遺跡（群馬県子持村），中筋遺跡（同県渋川市）では， 6 世紀の榛名山

の噴火に伴う火山灰と軽石層の下から集落跡がほぼ完全な形で発掘されている．こうした事例は，被災直前

の状況を良好に残しており，往時の属性の抽出作業にも有効性が高い．

(4) 平安時代以降

胡桃館遺跡（秋田県）では，十和田湖の平安時代に起きた噴火に伴う土石流によって，平安時代の建物が

そのまま発見されている．

また，天明三年の浅間山の噴火によって発生した火砕流によって埋没した旧鎌原村の発掘調査では，な
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まなましい状態で被災者の遺体が発見された．これらの事例は，火山災害が瞬時にして当時の生活面をパッ

クすることを物語っており，ゆえに膨大な情報が保存されていることを強く印象付ける事例である．

火山噴出物の除去痕跡としては，鹿児島県福山町藤兵衛坂段遺跡で発見された「ボラ塚」が知られてい

る．畠に堆積する軽石層を後世に除去しようとしたものである．土地利用の変化に伴い，条件を改善しよう

とする行為事態は，災害が発生してから時間が経っても災害適応の手段としてみなされよう．

橋牟礼川遺跡（鹿児島県指宿市）では， 874年の開聞岳噴火で埋没した集落跡が発見されている．約 30~

50cm の厚さの火山灰の下からは畠，道，倒壊した建物跡，貝塚，土石流で埋まった旧河川などが火山灰直

下から検出され災害状況の復元が可能となった．火山灰の上層には復旧痕跡が認められず，上層から発見さ

れる土器の年代もおおむね 10 世紀以降のものであることから，火山灰降下後は集落は廃棄されたものと考

えられる．ー方，この平安時代の包含層の下には， 7 世紀第 4 四半期の開聞岳火山灰も堆積しており，その

火山灰層下からも遺構群が検出され，この火山灰降下の前後で生活が継続していることが貝塚の形成状況か

ら確認されている．つまり火山灰降下以前から貝が捨てられはじめ，火山灰降下後も同じ場所に貝が捨てら

れ続けてる状況であった．また，火山灰の上面を利用した道路跡も発見されており，集落の機能を回復させ

ようとした意図が読み取れる．

橋牟礼川遺跡の場合は 2 つの時期の火山災害の状況とその適応事例を比較できる災害考古学研究にとって

は標識的な遺跡である．さらに，噴火の時期（特に 7 世紀代 4 四半期）は南部九州に律令制度が波及する時

期と関連している．従って火山災害と日本史的なレベルでの社会変化が当該遺跡の所在する地域の文化内容

の変化にどのような影響を与えたのかを追求できるため，災害考古学研究のモデルケ一スとして位置付ける

ことができる．

(5) 概括

火山災害遺跡の事例は， 347箇所を数える．うち直接被災遺構の見られる火山災害遺跡の調査例は，現在

のところ群馬県榛名山周辺と指宿市内に圧倒的に多い．いずれの災害プロセスを見ても，噴火後，土石流が

発生している場合が多く，火山灰や軽石の降下による加圧と2 次的に発生した土石流による破壊·埋没が集

落に大きな被害をもたらしている．復旧された事例は少なく，厚く積もったテフラの前に集落が埋没してい

る事例がほとんどである．今後，テフラの降下範囲と火山灰の層厚から比較的ダメージの少ないと予想され

るエリアの遺跡の調査が期待される．すなわち復旧状況を解釈する際，集落に居住していた人々が，災害に

よってダメージを受けたものの中で，何を優先的に考えて復旧したのかということから，災害に対する評価

に加え，生活の中で何を重視していたのかが見えてくる可能性がある．

D. 火災遺跡事例

古代においては，焼失住居として取り扱われ，火災の原因につては不明の場合がほとんどである．小塚遺

跡（群馬県富岡市）では，弥生中期の竪穴住居，貯蔵穴などが焼失し，火災が集落全域に及んだと考えられ

ている．復旧措置はとられておらず，集落は廃絶している．難波宮跡では， 686 年，朱鳥元年正月条に見ら

れる出火の痕跡が確認されている．焼け残った宮殿の掘立柱建物の柱の撤去，宮域全体の整地が行なわれた

が，建物の再建はなされていない．近世では，大阪城跡の調査に伴い大阪冬の陣，夏の陣の戦に伴う火災痕

跡， 1863 年の五幸町の大火による被災痕跡が確認され，焼土層の整地や城下町の開平拡大などが文献資料

に加えて遺構からも追認されている．火災は，落雷や山火事，戦争などの人為的な要因等様々な事由で発生

する．焼失住居については，炭化した建材等が焼け落ちている場合が多く，住居の構造復元に有効な情報を

得ることが出来る．近世に見られる戦乱に伴う火災は，戦争という人為的な災害が引き起こした 2 次災害と

も言える．
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総括

現状並ぴに今後の研究の方針をまとめ総括としたい．

世界的にも災害考古学研究は，まだ緒についたばかりではあるが，国内だけを見ても， 697例に及ふ調査

例が判明し，研究素材が豊富に存在することが確認できた ． 中でも火山災害については，火山国日本の特質

を歴史的にも示すように分析に際して有効な直接被災事例が多数得られた．これらの情報については，今後

の分析に資するようデーターベ一ス化を行った．また，橋牟礼川遺跡をモデルケ一スに災害考古学の分析手

法のセオリーを提示する試みも行なわれている．

今後の研究においては，得られた多くの事例と橋牟礼川遺跡の分析事例をもとに a. 災害後の適応措置に

関する災害文化の類型化， b. 災害評価の推定とその類型化， c. 災害プロセスと災害適応の実態復元のため

の発掘調査の 3 本を柱に行っていきたい．

② 災害情報を有する遺跡についての文献調査

発掘調査報告書・論文集等の災害遺跡に関する文献を下記のとおり収集した．

発掘調査報告書 2 1 4 件， 論文 6 件， その他参考資料 3 5 件

保管資料としての歴史文献の調査

過去の災害評価などに関する分析の補完的な資料とするため歴史上の文献で，災害に関する文献を収集

した．

書名

『日本震災凶饉放』権藤成卿著 1987 年

『日本旱魃蹂雨史料』荒川秀俊 大隅和雄 田村勝正編 1964 年

『日本の天災・地変（上）．（下）』東京府社会課編 1938 年

災害の質・規模に関する自然科学分野の文献調査

災害発生時にかかわるメカニズムとプロセス理解のための補助的な資料として文献を収集した．

書名『地震考古学』寒川旭著 中公新書 1992 年

『揺れる大地日本列島の地震史』寒川旭著 同朋舎出版 1997 年

2. 4 研究成果の公表

(1) 資料集の作成

全国災害遺跡事例集（仮称）

(2) 学会発表

火山・災害考古学研究会における事例報告（平成 11 年 9 月予定）

今回の研究を基礎に，さらなる研究の深化をはかり，今後一層，積極的に研究成果の公表に努めたい．

2. 5 今後の課題

先述のとおり，国内だけを見ても 697例に及ぶ災害遺跡の調査例が判明し，研究素材が豊富に存在するこ

とが確認できた．災害遺跡事例は発掘調査の進展に伴って増加してい＜ことが予測され，今後の新たな事例

収集とその整理を継続的に行うことが基礎的な作業として肝要であると考える．

また，ィタリアのポンペイやェルコラーノ，南米のティオティワカン等の海外の災害遺跡についても研究
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が行なわれているが，災害と文化変容，当時の社会背景との相関について詳述された研究は少ない. 1999 

年 1 月に南アフリカ共和国で開催された World Archaeological Congress の中でも Archaeology and the 

Environment といったテーマが設けられ研究報告がなされるなど，世界的に見ても災害遺跡研究の一層の進

展が期待されている分野である．遺跡の事例数や遺構の残存度を見ると日本が卓越した情報を有しており，

世界的な研究動向を見ても，今後大きく貢献することが可能である．今後，世界の災害遺跡の情報について

も収集し，国内事例との比較検討を行ってい＜ことが重要であろう．

さらに，収集した災害遺跡事例の分析をもとに

a. 災害後の適応措置に関する災害文化の類型化

b. 災害評価の推定とその類型化

c. 災害プロセスと災害適応の実態復元

を進めることが課題として挙げられる．こうした体系的な研究によって考古学の立場から 「災害と人類の適

応 」 といった研究テーマについて寄与し，災害と人類の歴史的考察から将来起こりうる災害に対する適応・

評価について多くの情報を提供することが可能になるものと考える．

＜付編＞ 平成 1 0 年度指宿市考古博物館学芸員研究実績

a. 研究会等発表実績

下山 覚世界考古学会議 (1.12) 「 D i saster Archaeology in Japan」 （於：南アフリカ共和国）

下山 覚 先史学研究会 (11.28) 「指宿橋牟礼川遺跡における火山災害と人類の適応一考古学から 一 」

下山覚・中摩浩太郎・渡部徹也．鎌田洋昭 鹿児島大学史学会 (2.5) 「弥次ヶ湯古墳について」

b. 論文

下山 覚 災害の評価をめぐる諸問題，『渡辺誠先生還暦記念論集』．

Shimoyama, S A Case Study on the Development of Disaster Archaeoloy : Especially, on problems of 

adaptation against disaster.WAC4 Homepage. 

中摩浩太郎 南部九州弥生時代竪穴住居の分類．『人類史研究』， 1 0. 鹿児島：人類史研究会．

渡部 徹也 南部九州の軽石製加工品にみる祭祀の変遷．『人類史研究』， 1 0. 鹿児島：人類史研究会．

C. 小論

下山 覚 災害遺跡は何を語るか (1) 災害に学ぶ．『歴史九州』. 1 2 月号．福岡：九州歴史大学講座事務局．

災害遺跡は何を語るか (2) 災害と集落．『歴史九州』. 1 月号．福岡：九州歴史大学講座事務局．
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国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡復元古代住居の火災について

1 . 本稿の目的

毎年国内各地で実施される発掘調査において多数の竪穴住居遺構が発見されている．こうした多数の調査

事例は，竪穴住居の構造解明にとって有効な資料として生かされて来ている．

しかしながら，日本の酸性土壌では建物部材が残存する事例が極めて少なく，竪穴住居の上部構造や詳細

な付帯施設の解明にはまだ困難な点が多いものとの指摘もある（山本 1996).

こうした中，焼失住居においては炭化した建築部材自体や，上部構造が火災で焼け落ちた直後の状況など

をよく残していることから，上部構造の解明に有効な資料のひとつと位置付けられている（白野 1994,

p16.). 特に近年では土葺屋根に関する議論の発端となる等（浅ill 1998, pp517-521. 大塚 1998, pp23-40.) , 

焼失建物が提供する情報量は非常に多いと思われる．

さて，国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡の復元竪穴住居 2 棟が，平成 10 年 5 月 23 日に不審火による火災で焼

失するという出来事があった．指宿市では史跡を現状に復するため，同年度内に再建工事を完了させた．指

宿市考古博物館では，この工事に先立ち，焼失から約 8 ヵ月が経過した焼失家屋の床面の清掃を行い炭化材

の埋没状況を記録した．発掘調査で得られる焼失住居の検討作業にとって，復元的工事によって焼失以前の

状況が明確に判明している家屋の焼失後の状態の記録は，今後の焼失家屋の調査・研究に有効な資料のひと

つになるものと考えたからである．

本稿では，国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡の復元竪穴住居 2 棟の内，ほぼ全焼状態であった 2 号復元住居の

記録を掲載するものである．

2 2 号住居の概要

焼失した 1·2 号住居は，平成 4 年度に指宿市が実施した，国指定史跡の遺構確認調査によって検出され

たものである．遺構の詳細な情報は，平成 7 年度に指宿市教育委員会が刊行した発掘調査報告書（下山ほか

1996) を参照して頂きたい．ここではその概要と復元後の概要を記す．

住居の時期は，上下の開聞岳テフラの降下年代から 7 世紀第 4 四半期 (AK-II 降下時期）以降から西暦 8

7 4 年 (MK 降下時期）までの間の時期に建築されたとされる．

住居形態は方形平面であり，竪穴の 1 辺に張り出しを有するプランである．主柱は 4, 内 1 は立て替えら

図 1 2 号住居平面図 (S=l/75)
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れた等のためか 2 穴が隣接し存在する．

また竪穴下端部には，直径 10cm 内外，深

さも同程度の小ピットが並んで見られた．

床面には埋土中にコップ状鉄さいを包含

した炉跡が見られた．

図 1 は復元平面図である．復元に当

たっては，鹿児島大学工学部教授土田充

義氏の指導を受けたものである．主柱は

4 本，主柱の股部分に梁桁を載せ，垂を廻

し，梁に差し込んだ合掌で棟を受ける形

態とした伏屋式寄棟構造で復元された．

竪穴下端部の小ピットは土留め壁用の桟

として垂に留め，竹を編んだ壁（柴垣）を

組み，裏地に杉皮を入れ，排土を掘り方と

竹壁の間に充填した．屋根は，小舞に割っ

たメダケを用い，植物珪酸体分析結果に

基づきススキで 4 0 cm 厚に葺上げた．柱

材は分析結果に基づき，クスノキ属バリ

バリノキを用い，事前にクレオソートを

がん浸させたものを用いている．垂材は

スダジイ• アラカシなどを用いた．木材は



すべて山取り材である．

さて，指宿市は台風常襲地帯である．

復元住居の設計段階であった平成 5 年度

には，最大瞬間風速 7 4 m を記録した事

例がある．このため，管理上台風対策と

して，主柱はコンクリート基礎に設置し，

また主要部材はボルト締めするとともに，

垂材なども目隠しをした上で釘留めして

いる．また，周堤帯は土にポルトランド

セメントを配合し突固めたもので，この

中に差し込んだ垂には抜け防止のための

横木（杭）を組み合わせ，これもボルト

図 2 2 号住居立面図 (S=l/100) I で固定している．
今回の火災は， 2 号住居からの出火であり，消防署が現地に到着した出火後約 1 0 分経過した時点では，

葺材と小舞は残っていない状態であった．それにも関わらず，構造材が倒壊・崩落しなかったのは，このよ

うな台風対策の補強策の結果も関係しているものと考えられる．

3 焼失状況

3 . 1 構造材

上記のように構造材は，倒壊を免れたが，現地における部材の残存状況からは，補強材を用いずに建築し

た「古代住居」 が火災に見舞われた場合の，鎮火後の状況を推定する有効な資料となりうる可能性がある．

このことは，発掘調査によって検出された火災住居の，床面から検出される炭化材の配置状況の観察に際

して，具体的な比較検討のための資料となりうることを示している．また，火災住居から上部構造を検討す

る際の検討材料としても，有効な資料となりうると考えられる．

こうしたことから，今回の火災の状況から想定される構造材の倒壊状況を述べてみたい．

甲め竪〇

の都分0) 抄 傍

写真 1

2) も出火位置を示していると考えられる．また，垂材

は特に西側のもので芯近くまで炭化が進んだものもあ

る（写真 3).

本来なら，このような部材は蔓や縄等で縛られたか，

あるいは木栓などで留められた可能性が高いが，この

場合なら，垂・合掌は床面に崩落していた状況である．

ただ，棟木は 2 支点の内ひとつを失った時点で床面に

落下することが考えられる．このため，落下地点は真下

の床面とは限らない可能性がある．

また，垂木は本来なら突固めただけの周堤帯に差し

込まれていたことが考えられる．火災によって焼け
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屋根材灰混じりの土層

土間

A_ 

柱支
細った垂材は自重で折れるか，ある

いは先端が梁から外れ倒れ落ちた可

能性がある．この場合，垂材は直下

に落下する可能性は高いと考えられ

る．火災住居で特徴的に見られる中

心部分から放射状に配置する炭化物

は，こうしたことから垂木である可

能性は高い．また，既に棟木の落下

位置が，本来あった位置の直下では

屋根材灰混じりの土層 ない可能性を述べたが，垂木の状態

上間 1は棟木の落下位置にかかわらず，焼

H=4.5m 

ー

B

土間

C' 

□屋根材灰層
□炭化竹材層

図 3-1 2 号住居崩落部セクション図 (S=l/20)

失前にあった本来の位置を示してい

る可能性が高いと考えられる．

ー方，梁桁と主柱であるが，いず

れも直径 15cm弱の部材を用いて

いたため，今回は表面から 1cm程

度の深さまでしか焼けていなかっ

た．また同時に，固定がもっとも頑

強になされていたため，倒壊・崩落

することはなかった．このため，倒

壊状況の推定は困難である．ただ本

来古代家屋の部材固定材が蔓や木栓

等であった場合，垂木による水平方

向からの荷重によって梁桁は押し出

されるような動きをし，結果的に床

面に落下し，屋根全体が倒壊した可

能性も考えられる．

ただ，燃焼状況からは屋根材がほ

ぼ焼け落ちた状況でも，なお柱材は

転用が可能な状態である可能性があることを指摘しておきたい．

ただ、今回の火災では，火災途中における放水などの消火行為があったため，本来の自然鎮火に至るまで

の火災現象の詳細な情報は得られていない．群馬県においては、火災発生からの一連の火災現象を記録した

事例が複数ある。その中で、特に竪穴住居の焼成実験の詳細な記録を行った事例として、石守 晃氏の報告

（石守， 1995) がある。この報告は、イベントの中で建築した竪穴住居を、片付けを目的として焼却処分す

る際の焼失状況を非常に克明に記録したものである。注意したいのは、部材を「スジカイ」等で固定した事

例と、部材を結束するに留めた事例との対比が行なわれている点である．これを見ると、指宿市の橋牟礼川

遺跡復元住居の焼失状況に酷似していることが注目でき、家屋火災のモデルケ一スとして重要であると評価

できるものと考える。

炭化竹材範囲

3 . 2 他の部材

今回の火災で倒壊・崩落状況が明確に観察されたの

は，土留め壁部材と屋根葺材である．

図 3 - 1 は埋没状況の断面を記録したものである．す

でに述べたように，住居内の壁の造作は「竹を編んだ壁

（囲柴）を組み，裏地に杉皮を入れ，排土を掘り方と竹

壁の間に充填した 」構造としている．倒壊後のセクショ

図 3-2

ンは，延焼のプロセスを良く示している．図化は良好な

竹壁崩落状況平面図 (S=l/20) I 
セクションが観察された 3 地点で行った．両者には共

通する層位が認められた．層位の概要は以下のとおり
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福岡県道添遺跡 1 5 号住居

（石野 1990 より転載）

上：炭化物出土状況，下：同復元図

である．

① 壁の裏込め土が壁を失うことによって流れ落ちている（埋
、＇ 土）．

流れた埋土の先端部分には，茅や小舞竹の炭化物が混入して

いる．

埋土の上部に茅の灰が 1 層確認できる．層の傾斜は埋土の傾

斜と一致している．

壁材の竹は炭化しており，杉皮ともに原位置から住居内部に

向かって倒れた形となっている．竹材は炭化が進んでお

り，住居内部に向かった崩落状態を見せ，炭化物は床面直上

で検出された．床面直上の炭化物中には茅の炭化物も認めら

裏
込
め
土

火災発生直後

支柱

B
 
火災第一段階

炭化竹材

②
 

③
 

④ 

⑤
 

雨水
;\)~D 鎮火後堆積

図 5

屋根材灰混じり
の土層

れる．

杉材は竹壁に面した部分のみが炭化し，裏側は生の状態であった．このため，壁支えの木材付近では，

直立した状態で残ったものもあった．

竪穴壁付近を掘削し，埋没平面状況を記録したのが図 3 - 2 である．これでは，杉皮が一様に住居内部に

向かって倒れている状況が観察できた．杉皮の下端は壁下端部ラインより掘り方側に入り込んでいる．恐ら

＜竹壁が上から順に焼け落ちてい＜過程で，下端の竹材を支点にして倒壊した状態を示すのであろう．

特にここで注意したいのは，上記の 2 号住居の竹壁の倒壊状態は，焼失住居である福岡県道添遺跡 1 5 号

住居（石野 1990) の炭化物検出状況に酷似している点である（図 4). 土田・宮原両氏が提示した復元案は，

2 号住居の竹壁と同様の構造が示されてる．焼失家屋が示した焼失後の状況と，それとよ＜類似した構造部

を有する復元家屋の焼失後の姿が酷似している点は注目すべき点であろう．

さて，断面と平面の観察から，竹壁部分の焼失過程を以下のように復元してみた（図 5).

A 火災第 1 段階：火災発生直後．竹壁に着火．

B 火災第 2 段階：炭化した竹材が裏込め土の重量で崩落し始める．屋根材が燃え落ち，灰が竹壁の裏側

に堆積，前面にも若干堆積する．

火災第 3 段階 ： 竹壁が広く燃え落ち，壁の支持強度は失われ，裏込め土が崩落．流れた裏込め土の上c
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に屋根材灰が堆積，灰層を形成．

E 鎮火後堆積 ：若干残った裏込め土が雨水などで完全に流れ，茅灰層の上面を被覆．土は灰や炭化

物を巻き込み流れ落ちたため，堆積先端のカーボン混じりの部分を形成．

上記の焼失過程は，竪穴住居の炎上中に住居内でどのような現象が起こっていたかの一端を示している．

一つ注意したいのは，出火地点である．指宿消防組合によると出火場所は，住居西側とされており，前記の

様に焼け跡が示す焼失状況がそれを如実に示している．

竹壁の炭化材の堆積層中には茅灰が認められたが，埋土中の灰層と比較して薄いことが特徴的である．竹

壁が崩落した時点では，屋根材の茅はまだ激しく燃え落ちていない段階であったことが想定できる．このこ

とから，今同の復元住居の出火地点は住居の内部であっ｀た可能性は高いものと考える．

さて，焼失した復元家屋の上層観察は焼失から約 8 ヶ月後である．復元住居は掘り方をセメントを混ぜ込

んだ土でつき固めていたため，掘り方の崩落は認められなかった．本来なら， 「雨水による掘り方の崩落→

泥水の流入」 の過程を繰り返して竪穴部は埋没していくのであろう．この際，埋土中の炭化していない材は

腐蝕するものの，炭化材は原位置を保ち遺存する筈である．

このことから，焼失建物の床面に認められる炭化木に限らず，各種の炭化材・灰等には十分注意を払う必

要性が出てくると考えられるのである．というのも，主要構造以外の付帯的な住居内施設の姿を知る手がか

りは，依然として床面に残された遺構のみであり，それもかなりの部分推定に頼らざるを得ないからであ

る．

4 まとめ

これまで，国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡 2 号住居の焼失後の状況と，その観察から得られた知見に触れて

きた．

焼失家屋に関する総合的研究は，近年の調査事例の増加に伴い更に進められるべきと考える．これは単

に，原始・古代家屋の構造的研究への寄与に止まるものではない．例えば，古代の家屋火災の出火要因につ

いて論及した石野博信は，それを 「失火」 や 「飛び火」などの偶発的火災と 「忌避」 を目的とした放火や住

居廃絶後の 「焼却」などの意図的火災とに分類している（石野 1990,pp303 ー328). 石野が両者を分別した根

拠は，住居内の生活雑貨の残存状況からである．石野は，様々な焼失家屋を通して焼失原因が示す社会状況

に迫ろうと試みている．この独創的な研究は，高く評価されるべきであろう．

焼失住居の良好な検出例は，出火位置と延焼状況の復元を可能とし，例えば内部からの出火か外部からの

出火かを明確にする可能性がある．そうした資料の増加は，焼失家屋の出火要因を更に明確にしてい＜こと

になると考えられる．またその進展は，焼失家屋とそれが属する集落全体を含めた視点を加えることで，往

時の社会背景を映し出すためのひとつの手掛かりとなるかもしれない．

また，家屋火災を火災災害という視点から検討することは，指宿市考古博物館の研究テーマの一つである

「災害考古学」の研究深化へも貢献するものと考えられる． （文責：中摩浩太郎）
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焼失直後の 2 号復元住居
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竹壁埋没状況 同左（杉皮除去後，竹炭化物露出）
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